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　市内の小学校10校の卒業式が、３月12日から17日
に行われ、卒業生227人が６年間の小学校生活に別れ
を告げ、新たな一歩を踏み出しました。このうち、市
立合川小学校（藤嶋勇人校長）では、50人の卒業生
が恩師や在校生、保護者たちから大きな拍手と祝福を
受けて、感謝の気持ちと希望を胸に、思い出がたくさ
ん詰まった学び舎を巣立ちました。～市立合川小学校卒業式～～市立合川小学校卒業式～

希望胸に新たな道へ希望胸に新たな道へ希望胸に新たな道へ希望胸に新たな道へ
６年間の成長を示し６年間の成長を示し６年間の成長を示し６年間の成長を示し
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平
成
29
年
度
予
算
は
、こ
の
４
月
に
市
長
の
任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的
経

費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
新
規
事
業
や
政

策
的
な
経
費
を
除
い
た
所
要
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
か
年
事
業
の
最
終
年
度
と

な
る
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
ほ
か
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
市
営

住
宅
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
や
日
本
三
大
樹
氷
ブ
ラ
ン
ド
化
誘
客
推
進
事
業
、
観
光
復
興

促
進
調
査
事
業
に
加
え
て
、
既
に
国
・
県
に
対
し
て
事
業
協
議
を
行
っ
て
い
る
園
芸
メ
ガ
団

地
整
備
事
業
や
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な

い
よ
う
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。
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予
算
の
あ
ら
ま
し

【歳入のその他の内訳】
使用料及び手数料
自動車取得税交付金
財産収入
地方特例交付金
寄附金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
繰入金
繰越金

2億535万3千円
4356万7千円
5276万1千円
983万9千円
2205万1千円
739万1千円
240万1千円
519万6千円
1690万円

1826万4千円
5億4263万2千円

1千円

一般会計予算の内訳

歳 入

その他
9億2635万6千円
（4.0%）

分担金及び負担金
3億4258万8千円
（1.5%）

地方譲与税
2億6513万円
（1.1%）

国庫支出金
26億68万1千円
（11.1%） 市債

30億
4160万円
（13.0%）

諸収入
6億2436万9千円
（2.7%）
県支出金

16億8689万4千円
（7.2%）

地方交付税
103億円

（44.0%）

地方消費税交付金
6億1521万5千円
（2.6%）

市税
29億9577万
9千円
（12.8%）

歳 出

【歳出のその他の内訳】
議会費
労働費
諸支出金
災害復旧費
予備費 

1億7942万2千円
5970万5千円
2946万8千円
2713万8千円
5000万円

総務費
20億5672万9千円
（8.8%）

教育費
19億7745万2千円
（8.4%）

消防費
10億2739万6千円
（4.4%）

公債費
27億

5974万6千円
（11.8%）

農林水産業費
13億7559万9千円
（5.9%）

商工費
6億5542万1千円
（2.8%）

その他
3億4573万3千円
（1.5%）

土木費    
26億477万2千円

（11.1%）

民生費  
61億2168万 

5千円 
  （26.2%）

衛生費  
44億7407万 

9千円 
  （19.1%）

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
特定地域生活排水処理事業
後 期 高 齢 者 医 療
阿 仁 診 療 所
米 内 沢 診 療 所

23,398,612
4,502,192
209,470
5,606,705
30,611
985,991
390,473
1,636,597
23,691
408,042
229,283
212,423
2,219
2,986
3,201

2
868

18,452
3,137
17,894
4,214

14,288,451
37,687,063

24,492,654
4,420,556
188,561
5,519,010
980,184
2,412,772
379,540
1,588,000
25,521
421,095
229,051
220,534
4,980
2,986
2,565

2
981

16,818
7,095
10,954
6,209

16,437,414
40,930,068

坊 沢
綴 子
　 栄 　
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

△

△
△

△ 
△ 

△
△

△

△

△
△  
△

4.5
1.8
11.1
1.6
96.9
59.1
2.9
3.1
7.2
3.1
0.1
3.7
55.4
0.0
24.8
0.0
11.5
9.7
55.8
63.4
32.1
13.1
  7.9

一 般 会 計

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

財　
　
産　
　
区

区 　 分 29年度予算額
28年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率（％）

25,668,285
4,484,304
213,335
5,534,319
982,470
2,126,489
370,435
1,587,217
25,521
407,702
230,102
212,922
2,738
4,672
2,565

2
981

21,574
5,310
12,205
11,226

16,236,089
41,904,374

当　初 当　初現　計 現　計

合 　 　 　 　 計

△
 

△

△
△

△

△
△
△
△

△
△
△

△
△
△

8.8
   0.4
1.8
1.3
96.9
53.6
5.4
3.1
7.2
0.1
0.4
0.2
19.0
36.1
24.8
0.0
11.5
14.5
40.9
46.6
62.5
12.0
10.1
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平成29年度末各種基金残高見込額 歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
事業等のための市の借入金
市が徴収する税
国・県から目的により負担金、補助
金、委託金として交付される支出金
基金、特別会計からの繰入金

地方交付税
市 債
市 税
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障がい者、児童福祉など福
祉全般の費用
ゴミ処理、がん検診などの費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金
道路などの建設費用
職員、庁舎管理、選挙などの費用
学校、各種教育施設の整備、生涯学
習、スポーツ振興などの費用
農林業などの費用
消防防災などの費用
商工業振興などの費用

民 生 費

衛 生 費
公 債 費
土 木 費
総 務 費
教 育 費

農林水産業費
消 防 費
商 工 費

主 な 事 業（一般会計）
広報広聴費
本庁舎空調設備改修事業
地籍調査費
自治振興費
秋田内陸線運営費補助金
内陸線利用高校生定期券補助金
生活バス路線維持費等補助金
電算システム運用費
コンビニ収納対応システム等改修事業
秋田県知事選挙費
市長選挙費
市議会議員選挙費
社会福祉協議会補助金
生活困窮者自立支援事業
食の自立支援事業
福祉の雪事業
ねんりんピック事業
ケアタウンたかのすベット更新事業
ケアタウンたかのす居室洗面台取替事業
障害者福祉費
医療給付費
後期高齢者医療療養給付費負担金
子育てサポートハウス運営事業
児童措置費

児童福祉施設費
児童館費
生活保護扶助費
保健事業費
予防費
母子保健事業費
浄化槽設置整備事業補助金
斎場管理費
塵芥処理費
し尿処理施設整備事業
クリーンリサイクルセンター費
クリーンリサイクルセンター建設事業
高齢者就業機会確保事業費補助金
青果物振興対策事業費補助金
中山間地域等直接支払交付金
未来にアタック農業夢プラン応援事業費補助金
農地中間管理機構集積協力金
産地パワーアップ整備事業費補助金
園芸メガ団地施設等整備事業補助金
農地集積加速化基盤整備事業負担金
多面的機能支払交付金
林道整備事業
ふれあいの森整備事業
造林費

企業誘致対策費
日本三大樹氷ブランド化誘客推進事業
観光復興促進調査事業
地域連携ＤＭＯ形成事業
熊牧場管理費
森吉山ダム湖周辺整備事業
道路維持費
道路新設改良事業
歩行空間整備事業
防災対策事業費
南鷹巣団地建替事業
高規格救急自動車更新事業
消防ポンプ自動車整備事業
外国青年招致事業
遠距離通学費
小学校費
中学校費
校務支援システム導入事業
伊勢堂岱遺跡見学環境整備事業
公民館費
図書館・文化会館費
ふれあいプラザ費
鷹巣体育館屋根・外壁改修事業
中央公園野球場改修事業

16,949
101,454
27,135
52,566
119,700
18,945
72,383
110,202
26,703
10,977
15,234
40,254
30,000
14,111
35,700
21,500
8,227
15,415
35,081

1,006,345
288,672
415,302
15,505

1,074,041

468,435
25,946
590,331
70,861
58,017
28,598
19,733
16,967
92,676
43,197
209,584
2,312,893
10,291
33,440
20,115
36,826
123,123
287,037
56,782
23,680
183,339
28,943
23,000
20,957

16,783
8,424
8,902
17,240
24,908
23,317
745,855
153,102
52,000
475,291
231,737
34,532
21,975
32,516
61,480
304,077
164,211
12,288
24,575
87,625
74,862
42,322
24,131
70,214

（単位：千円）

残高見込額
62億7701万2千円
15億5948万6千円

2175万円
5億5239万1千円
2761万3千円

24億4671万1千円
4億8952万6千円
1億3000万2千円
3億5648万8千円
8694万6千円
9億181万4千円
4914万4千円
893万5千円
3734万4千円
1800万円

1061万5千円
129億7377万7千円

基金名称
財政調整基金
減債基金
まちづくり基金
地域福祉基金
中山間ふるさと水と土保全基金
地域振興基金
土地開発基金
国民健康保険財政調整基金
介護保険財政調整基金
簡易水道事業減債基金
簡易水道事業財政調整基金
学校施設整備基金
高額療養費貸付基金
奨学金基金
介護給付費等貸付基金
特別導入事業基金

合　　計
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な
る
活
躍
に
期
待

更
な
る
活
躍
に
期
待

　
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
成
田
昭
夫
会
長
）
主
催
の
平
成
28
年
度

北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、
３
月
４
日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

こ
の
１
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
個
人
１
１
７
人
と
22
団
体
（
１
４
２
人
）

が
功
労
賞
や
特
別
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
28
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
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ツ
賞
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彰
式

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

栄
光
と
功
績
を
た
た
え
る

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
辻
葵
羽
（
鷹
巣
小
）

／
伊
藤
昴
平　
北
林
瞭
汰　
三
浦
和
紗　

小
笠
原
美
奈
（
秋
田
北
鷹
高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
松
岡
彩
人
（
鷹
巣
小
）

／
西
宮
律
己　
西
宮
想
心　
中
嶋
柊
哉　

吉
田
夕
輝
（
米
内
沢
小
）
／
片
山
優
希　

小
坂
朝
陽
（
鷹
巣
中
）

【
相
撲
】
櫻
田
蓮
汰
（
合
川
小
）
／
柴
田

林
太
（
大
阿
仁
小
）
／
金
田
魁
斗　
齋
藤

貴
仁
（
合
川
中
）
／
三
沢
紘
汰
（
秋
田
北

鷹
高
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】
松
橋
凜
（
合
川
小
）

／
長
崎
東
子
（
鷹
巣
中
）

【
陸
上
競
技
】
三
澤
姫
菜
乃　
九
島
亜
美

萩
野
さ
く
ら　
内
藤
涼
葉
（
鷹
巣
中
）
／

鈴
木
和
真　
大
沢
涼
太
（
森
吉
中
）
／
中

嶋
夏
奈　
工
藤
千
翔　
畠
山
桜　
三
澤
和

季　
仲
居
綾
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
茂
内
花

歩
（
大
館
鳳
鳴
高
）
／
藤
田
龍
一
朗　
岩

沢
英
章　
萬
田
誠　
斉
藤
奈
奈
恵
（
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
柔
道
】
畠
山
み
の
り　
清
水
悠
衣　
堀

部
百
々
花
（
鷹
巣
中
）
／
齋
藤
美
宙　
藤

嶋
日
和
（
合
川
中
）

【
剣
道
】
五
代
儀
奏
（
能
代
高
）
／
佐
々

木
寛
（
剣
道
協
会
）

【
水
泳
】前
澤
苑（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】
畠
山
健
太　

藤
嶋
志
朗
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】
福
田
幸
作　
小

笠
原
昭
子　
加
藤
ミ
ネ
子　
佐
々
木
諒
子

（
卓
球
協
会
）

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
】
奥
田
稔

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

北
秋
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
松
岡
彩
人　
西
宮
律
己　
西
宮
想
心

　
吉
田
夕
輝　
中
嶋
柊
哉　
木
村
風
太　

合
川
小
学
校
相
撲
部

　
櫻
田
隼　
村
岡
幸
紘　
金
田
優
孝

　
鈴
木
康
介　
櫻
田
蓮
汰　
髙
橋
良
太

　
平
川
湊
翔

森
吉
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
鈴
木
美
夢　
西
根
春
菜　
松
浦
初
奈

　
新
林
未
悠　
對
馬
な
な
こ　
庄
司
唯

　
庄
司
愛
花　
金
夏
海　
佐
藤
彩
華

　
伊
東
李
利　
金
沢
結
衣　
柴
田
憂
依

合
川
中
学
校
柔
道
部

　
齋
藤
美
宙　
藤
嶋
日
和　
加
藤
青
葉

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
陸
上
競
技
部

　
仲
居
綾　
渡
部
美
咲　
小
坂
栞

　
工
藤
美
幸　
成
田
萌

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

　
畠
山
航
洋　
津
谷
幸
希　
佐
藤
光
之
輔

　
三
澤
直
威

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
田
中
省
吾　
長
崎
一
輝　
藤
田
倭
冬

　
佐
藤
颯　
斉
藤
優
介　
吉
田
翼

　
吉
田
勇
人

【
相
撲
】
津
谷
奏
夏
（
鷹
巣
小
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】
長
崎
昇
子
（
鷹
巣
中
）

／
田
崎
愛　
片
岡
実
穂
（
秋
田
北
鷹
高
）

【
水
泳
】
照
内
真
尋
（
鷹
巣
中
）

【
陸
上
競
技
】
吉
田
健
人
（
森
吉
中
）
／

畠
山
和
奈　
成
田
萌　
藤
田
正
由
加　
工

藤
美
幸
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
鈴
木
快　
三

上
優
香　
三
澤
彩
乃
（
大
館
鳳
鳴
高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
佐
藤
大
晴　
岩
間
大

輝（
森
吉
中
）／
近
藤
祐
太（
能
代
松
陽
高
）

【
ス
キ
ー
】
山
田
智
子
（
森
吉
中
）
／
近

藤
さ
く
ら　
小
野
寺
唯
人　
堀
部
慈
生

（
合
川
中
）
／
木
村
賢
太
郎　
髙
橋
和
希

平
川
歩
未
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
堀
内
幸
大

（
ス
キ
ー
連
盟
）

【
軟
式
野
球
】
佐
藤
宗
一
朗
（
能
代
高
）

【
硬
式
野
球
】
杉
渕
英
佑　
工
藤
晃
大
朗

中
嶋
凌
（
能
代
高
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
佐
藤
柚
花
（
由
利
高
）

【
剣
道
】
津
谷
幸
穂　
成
田
千
佳　
菊
地

咲
希
（
能
代
高
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】
笹
渕
文
也　
安

部
貞
一　
太
田
昭
博
（
卓
球
協
会
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
高
橋
洋
子
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
）

【
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】
斎
藤
元
気
（
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
齋
藤
南
海　
長

岐
大
嗣
（
県
特
別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
サ
ッ
カ
ー
】
神
成
裕
樹
（
県
特
別
支
援

学
校
体
育
連
盟
）

相
馬
和
行（
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始
め
て
20
年
。

鷹
巣
協
会
審
判
部
長
と
し
て
、
会
員
の
技

術
指
導
と
組
織
強
化
に
尽
力
し
た
。

畠
山
辰
夫
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）

　
協
会
設
立
か
ら
理
事
、
副
会
長
を
歴
任

し
、
全
国
大
会
優
勝
２
回
を
成
し
遂
げ
る

な
ど
会
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

畠
山
国
芳
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
協
会
副
会
長
を
経
て
、
現
在
も
理
事
と

し
て
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
る
。

松
橋
英
雄
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
協
会
幹
事
を
歴
任
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

団
体
役
員
と
し
て
大
会
運
営
に
力
を
注
ぎ
、

愛
好
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

後
藤
叶
（
合
川
中
学
校
）

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
第
15
回
全
国

女
子
中
学
生
選
手
権
大
会
58
㎏
級
優
勝

土
濃
塚
悠
成
（
秋
田
北
鷹
高
校
）

　
第
72
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
競

技
会
少
年
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝
／

第
66
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝

成
田
政
志
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）

　

２
０
１
６
年
世
界
ベ
テ
ラ
ン
選
手
権
大

会
日
本
代
表
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
準
優
勝

／
男
子
個
人
フ
ル
ー
レ
個
人
３
位

こ
う

か
ず
お

た
つ
お

つ
よ
し

き

よ

し

か
ず
ゆ
き

く
に
よ
し

ふ
さ
お

功 

労 

賞

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞

特
別
栄
光
賞

栄 

光 

賞
（
個
人
）

吉
岡
興
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
長
、
市
協
会
長
と
し
て
37

年
間
に
わ
た
り
、
組
織
強
化
と
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

柳
谷
和
夫
（
剣
道
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
長
、
市
協
会
長
を
歴
任
し
、

剣
道
協
会
の
発
展
と
活
性
化
を
め
ざ
し
、

普
及
・
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

北
林
强
（
陸
上
競
技
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
理
事
長
、
市
協
会
副
会
長
、

市
協
会
長
を
歴
任
し
、
競
技
力
の
向
上
や

組
織
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

河
田
喜
代
志
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）

　
市
協
会
の
幹
事
と
し
て
長
年
務
め
、
全

国
大
会
で
も
上
位
入
賞
。
県
協
会
理
事
と

し
て
協
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

か
な

ゆ
う
せ
い

ま
さ
し

か
ん
な

あ
い

し
ょ
う
こ

み

ほ

ま
ひ
ろ

け
ん
と

か
ず
な

も
え

ま

ゆ

か

み
ゆ
き

か
い

ゆ
う
か

あ
や
の

た
い
せ
い

だ
い

き

ゆ
う
た

と
も
こ

ゆ
い
と

い
っ
せ
い

け
ん
た
ろ
う

か
ず
き

あ
ゆ
み

そ
う
い
ち
ろ
う

え
い
す
け

こ
う
た
ろ
う

り
ょ
う

ゆ
ず
は

さ
ち
ほ

ち

か

さ

き

ぶ
ん
や

て
い
い
ち

あ
き
ひ
ろ

よ
う
こ

げ
ん
き

み
な
み

だ
い
し

ゆ
う
き

こ
う
だ
い
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森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
佐
藤
大
晴　
岩
間
大
輝　
庄
司
一
冴

　
佐
藤
竜
大　
近
藤
健　
　
舘
岡
颯
来

　
松
前
谷
樹　
菅
原
典

鷹
巣
中
学
校
陸
上
競
技
部
（
女
子
駅
伝
）

　
萩
野
さ
く
ら　
川
村
晏
生　
九
島
亜
美

　
高
橋
菜
都
紀　
内
藤
涼
葉　
奈
良
田
心

　
長
崎
す
み
れ　
村
上
な
ぎ
さ

合
川
中
学
校
相
撲
部

　
齋
藤
貴
仁　
金
田
魁
斗　
櫻
田
航
太

合
川
中
学
校
男
子
ス
キ
ー
部

　
土
濃
塚
翔　
小
野
寺
唯
人　
安
部
優
雅

　
堀
部
慈
生

合
川
中
学
校
女
子
ス
キ
ー
部

　
近
藤
さ
く
ら　
近
藤
真
凛　
澤
藤
美
空

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　
松
渕
直
希　
伊
藤
公　
松
渕
真
平

　
三
浦
大
成　
宮
崎
泰
我　
伊
藤
颯
馬

　
藤
井
凌
大　
鈴
木
孝
明　
佐
藤
武
揚

　
成
田
航
也　
三
浦
基
輝　
千
葉
壮
大

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　
北
林
愛
理　
湯
瀨
未
希　
松
橋
慧
佳

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
女
子
駅
伝
）

　
藤
田
正
由
加　
工
藤
千
翔　
中
嶋
夏
奈

　
萩
野
真
理　
萩
野
真
紀

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
弓
道
部

　
三
沢
晟
史　
池
田
尚
也　
伊
藤
亮
人

　
戸
嶋
陽　
鈴
木
開
登　
山
田
啓
吾

　
本
間
尋
翔

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
辻
葵
羽
（
鷹
巣
小
）

／
伊
藤
昴
平
　
北
林
瞭
汰
　
三
浦
和
紗
　

小
笠
原
美
奈
（
秋
田
北
鷹
高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
松
岡
彩
人
（
鷹
巣
小
）

／
西
宮
律
己
　
西
宮
想
心
　
中
嶋
柊
哉
　

吉
田
夕
輝
（
米
内
沢
小
）
／
片
山
優
希
　

小
坂
朝
陽
（
鷹
巣
中
）

【
相
撲
】
櫻
田
蓮
汰
（
合
川
小
）
／
柴
田

林
太
（
大
阿
仁
小
）
／
金
田
魁
斗
　
齋
藤

貴
仁
（
合
川
中
）
／
三
沢
紘
汰
（
秋
田
北

鷹
高
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】
松
橋
凜
（
合
川
小
）

／
長
崎
東
子
（
鷹
巣
中
）

【
陸
上
競
技
】
三
澤
姫
菜
乃　
九
島
亜
美

萩
野
さ
く
ら
　
内
藤
涼
葉
（
鷹
巣
中
）
／

鈴
木
和
真　
大
沢
涼
太
（
森
吉
中
）
／
中

嶋
夏
奈　
工
藤
千
翔
　
畠
山
桜
　
三
澤
和

季
　
仲
居
綾
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
茂
内
花

歩
（
大
館
鳳
鳴
高
）
／
藤
田
龍
一
朗
　
岩

沢
英
章
　
萬
田
誠
　
斉
藤
奈
奈
恵
（
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
柔
道
】
畠
山
み
の
り
　
清
水
悠
衣
　
堀

部
百
々
花
（
鷹
巣
中
）
／
齋
藤
美
宙
　
藤

嶋
日
和
（
合
川
中
）

【
剣
道
】
五
代
儀
奏
（
能
代
高
）
／
佐
々

木
寛
（
剣
道
協
会
）

【
水
泳
】前
澤
苑（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】
畠
山
健
太
　

藤
嶋
志
朗
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】
福
田
幸
作
　
小

笠
原
昭
子
　
加
藤
ミ
ネ
子
　
佐
々
木
諒
子

（
卓
球
協
会
）

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
弓
道
部

　
吉
田
夏
子　
森
山
紅
葉　
森
川
亜
奈

　
三
澤
乃
亜　
伊
藤
あ
か
り　
森
澤
響

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
小
松
祐
亮　
鈴
木
健
斗　
庄
司
健
太

　
木
村
一
貴　
石
成
嶺
汰　
一
ノ
関
一
希

　
髙
𣘺
勝
利　
中
川
柊
人

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
ス
キ
ー
部（
リ
レ
ー
）

　
野
田
頭
駿
也　
髙
橋
和
希

　
木
村
賢
太
郎　
土
濃
塚
悠
成

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
ス
キ
ー
部（
リ
レ
ー
）

　
平
川
優
花　
加
藤
萌　
平
川
歩
未

北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会

　
柴
田
正
吉　
岩
谷
昭
彦　
沼
田
キ
サ
子

　
河
田
喜
代
志　
小
坂
敬
二　
佐
々
木
勲

北
秋
田
市
野
球
協
会

　
岩
川
大
輔　
長
岐
賢
正　
淡
路
翼

　
清
水
匡
太　
簾
内
和
哉　
安
井
健

　
佐
藤
晃
平　
中
嶋
健
太　
三
沢
克
貴

　
佐
藤
諒
太　
畠
山
拳　
大
関
匠
太

　
大
関
竜
士　
清
水
弦
太　
米
沢
一
治

　
松
尾
吉
高　
本
城
彰
太　
三
沢
槙
人

【
ス
キ
ー
】
近
藤
愛
葉
　
佐
藤
由
良
（
鷹

巣
中
央
小
）
／
藤
嶋
理
美
　
藤
本
伊
吹
　

藤
本
孝
輔
　
大
阪
陽
斗
　
堀
田
陽
希
（
鷹

巣
小
）
／
庄
司
優
花
（
前
田
小
）
／
安
井

陽
菜
（
鷹
巣
南
中
）
／
小
野
寺
唯
人
　

堀
部
慈
生
　
近
藤
さ
く
ら
（
合
川
中
）
／

野
田
頭
駿
也
　
門
脇
匠
　
平
川
優
花
　
佐

伯
祐
哉
（
秋
田
北
鷹
高
）

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
】
奥
田
稔

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

北
秋
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
松
岡
彩
人　
西
宮
律
己　
西
宮
想
心

　
吉
田
夕
輝　
中
嶋
柊
哉　
木
村
風
太　

合
川
小
学
校
相
撲
部

　
櫻
田
隼　
村
岡
幸
紘　
金
田
優
孝

　
鈴
木
康
介　
櫻
田
蓮
汰　
髙
橋
良
太

　
平
川
湊
翔

森
吉
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
鈴
木
美
夢　
西
根
春
菜　
松
浦
初
奈

　
新
林
未
悠　
對
馬
な
な
こ　
庄
司
唯

　
庄
司
愛
花　
金
夏
海　
佐
藤
彩
華

　
伊
東
李
利　
金
沢
結
衣　
柴
田
憂
依

合
川
中
学
校
柔
道
部

　
齋
藤
美
宙　
藤
嶋
日
和　
加
藤
青
葉

秋
田
北
鷹
高
校
女
子
陸
上
競
技
部

　
仲
居
綾　
渡
部
美
咲　
小
坂
栞

　
工
藤
美
幸　
成
田
萌

秋
田
北
鷹
高
校
陸
上
競
技
部（
男
子
駅
伝
）

　
畠
山
航
洋　
津
谷
幸
希　
佐
藤
光
之
輔

　
三
澤
直
威

秋
田
北
鷹
高
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
田
中
省
吾　
長
崎
一
輝　
藤
田
倭
冬

　
佐
藤
颯　
斉
藤
優
介　
吉
田
翼

　
吉
田
勇
人

【
相
撲
】
津
谷
奏
夏
（
鷹
巣
小
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】
長
崎
昇
子
（
鷹
巣
中
）

／
田
崎
愛
　
片
岡
実
穂
（
秋
田
北
鷹
高
）

【
水
泳
】
照
内
真
尋
（
鷹
巣
中
）

【
陸
上
競
技
】
吉
田
健
人
（
森
吉
中
）
／

畠
山
和
奈
　
成
田
萌
　
藤
田
正
由
加
　
工

藤
美
幸
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
鈴
木
快
　
三

上
優
香
　
三
澤
彩
乃
（
大
館
鳳
鳴
高
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
佐
藤
大
晴
　
岩
間
大

輝（
森
吉
中
）／
近
藤
祐
太（
能
代
松
陽
高
）

【
ス
キ
ー
】
山
田
智
子
（
森
吉
中
）
／
近

藤
さ
く
ら
　
小
野
寺
唯
人
　
堀
部
慈
生

（
合
川
中
）
／
木
村
賢
太
郎
　
髙
橋
和
希

平
川
歩
未
（
秋
田
北
鷹
高
）
／
堀
内
幸
大

（
ス
キ
ー
連
盟
）

【
軟
式
野
球
】
佐
藤
宗
一
朗
（
能
代
高
）

【
硬
式
野
球
】
杉
渕
英
佑
　
工
藤
晃
大
朗

中
嶋
凌
（
能
代
高
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
佐
藤
柚
花
（
由
利
高
）

【
剣
道
】
津
谷
幸
穂
　
成
田
千
佳
　
菊
地

咲
希
（
能
代
高
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
】
笹
渕
文
也
　
安

部
貞
一
　
太
田
昭
博
（
卓
球
協
会
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
高
橋
洋
子
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
）

【
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】
斎
藤
元
気
（
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
齋
藤
南
海
　
長

岐
大
嗣
（
県
特
別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
サ
ッ
カ
ー
】
神
成
裕
樹
（
県
特
別
支
援

学
校
体
育
連
盟
）

相
馬
和
行（
タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
始
め
て
20
年
。

鷹
巣
協
会
審
判
部
長
と
し
て
、
会
員
の
技

術
指
導
と
組
織
強
化
に
尽
力
し
た
。

畠
山
辰
夫
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）

　
協
会
設
立
か
ら
理
事
、
副
会
長
を
歴
任

し
、
全
国
大
会
優
勝
２
回
を
成
し
遂
げ
る

な
ど
会
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

畠
山
国
芳
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
協
会
副
会
長
を
経
て
、
現
在
も
理
事
と

し
て
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
る
。

松
橋
英
雄
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　
協
会
幹
事
を
歴
任
し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

団
体
役
員
と
し
て
大
会
運
営
に
力
を
注
ぎ
、

愛
好
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

後
藤
叶
（
合
川
中
学
校
）

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
第
15
回
全
国

女
子
中
学
生
選
手
権
大
会
58
㎏
級
優
勝

土
濃
塚
悠
成
（
秋
田
北
鷹
高
校
）

　
第
72
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
競

技
会
少
年
男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝
／

第
66
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝

成
田
政
志
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）

　

２
０
１
６
年
世
界
ベ
テ
ラ
ン
選
手
権
大

会
日
本
代
表
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
準
優
勝

／
男
子
個
人
フ
ル
ー
レ
個
人
３
位

栄 

光 

賞
（
団
体
）

奨 

励 

賞
（
個
人
）

奨 

励 

賞
（
団
体
）

吉
岡
興
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
長
、
市
協
会
長
と
し
て
37

年
間
に
わ
た
り
、
組
織
強
化
と
競
技
レ
ベ

ル
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

柳
谷
和
夫
（
剣
道
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
長
、
市
協
会
長
を
歴
任
し
、

剣
道
協
会
の
発
展
と
活
性
化
を
め
ざ
し
、

普
及
・
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

北
林
强
（
陸
上
競
技
協
会
）

　
鷹
巣
町
協
会
理
事
長
、
市
協
会
副
会
長
、

市
協
会
長
を
歴
任
し
、
競
技
力
の
向
上
や

組
織
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

河
田
喜
代
志
（
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
）

　
市
協
会
の
幹
事
と
し
て
長
年
務
め
、
全

国
大
会
で
も
上
位
入
賞
。
県
協
会
理
事
と

し
て
協
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
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お訪ねします！皆さんのもとへ…お訪ねします！皆さんのもとへ…

出出 前前 講講 座座市市 職職 員員
にに よよ るる

　市が行っている事業や取り組みについて、市民の皆さんのところへ職員が出向い
てご説明します。「ここが知りたい」「これを聞きたい」…。幅広い要望にお応えす
るため、福祉や環境、産業、防災、教育など22種類の講座メニューを取りそろえま
した。市民の皆さんからの「ご注文」をお待ちしています。

　市が行っている事業や取り組みについて、市民の皆さんのところへ職員が出向い
てご説明します。「ここが知りたい」「これを聞きたい」…。幅広い要望にお応えす
るため、福祉や環境、産業、防災、教育など22種類の講座メニューを取りそろえま
した。市民の皆さんからの「ご注文」をお待ちしています。

期間期間 平成29年４月１日～平成30年３月31日平成29年４月１日～平成30年３月31日
時　間

会　場

対　象

申込方法

午前10時から午後８時（土日、祝日も可能です）
なお、講座の時間については、１講座につき２時間以内と
します。

各公民館や町内会館など、市内の施設での開催とします。
※会場の手配、準備及び片付け、使用料（有料の場合）は
申込者の負担でお願いします。

原則10人以上で北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目的とした集会、苦情や要望を寄せるた
めだけの講座はお受けしません。

申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の21日前までに事務局（生涯学習課）ま
たは最寄りの公民館に提出してください。※ＦＡＸ・郵送・メールでも受付します。

午前10時から午後８時（土日、祝日も可能です）
なお、講座の時間については、１講座につき２時間以内と
します。

各公民館や町内会館など、市内の施設での開催とします。
※会場の手配、準備及び片付け、使用料（有料の場合）は
申込者の負担でお願いします。

原則10人以上で北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目的とした集会、苦情や要望を寄せるた
めだけの講座はお受けしません。

申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の21日前までに事務局（生涯学習課）ま
たは最寄りの公民館に提出してください。※ＦＡＸ・郵送・メールでも受付します。

　申込書到着後に担当課と日程等を調整し、開催の可否を申込者に連絡します。なお、開催
可否の連絡まで数日を要する場合があります。あらかじめご了承ください。

　次ページに掲載している出前講座メニューのほかにも、開催
を希望する講座内容がありましたら、お気軽にご相談ください。
担当者と調整して開催できる場合や市主催以外（秋田県など）
の出前講座を紹介できる場合があります。

【お申し込み・お問い合わせ・ご相談】
　北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
　☎ 62-1130　　 62-1669
　メール　be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

【お申し込み・お問い合わせ・ご相談】
　北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
　☎ 62-1130　　 62-1669
　メール　be-syougai@city.kitaakita.akita.jp

FAX
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平成29年度北秋田市「出前講座」メニュー
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

№ 講　座　名 内　　　　　　容
北秋田市総合計画と総合戦略につ
いて

統計数値からみた北秋田市の現状

地域公共交通について

戸籍制度のあらまし

国民健康保険について

健康づくり講座

介護予防講座

介護保険制度について

北秋田市在宅福祉サービス

家庭ごみの分別について

森吉山の魅力と観光

公共下水道の計画について

救命救急講習

雪下ろし事故防止

北秋田市の教育事情

歴史に学ぶ古代の災害講座

世界遺産講座

生涯学習と生きがいづくり

防災講座（土砂・風水害等）

マイナンバー制度について

防火・防災講習

障害者差別解消法について

心身の健康づくり実践に向けた講話や体操等を実施します。

高齢者の皆さんが地域で元気に暮らし続けられるよう、介護予防・認
知症予防についての講話や運動等の体験プログラムを実施します。

北秋田市の将来像の実現に向けた施策の方向性を定めた総合計画と、
地方創生で策定した人口ビジョン及び総合戦略について説明します。
各種統計結果等からみた北秋田市の現状の概要と県内他自治体との比
較を解説します。

戸籍制度の意義と変遷をわかりやすく説明します。

国民健康保険制度や各種申請等について説明します。

介護保険制度の概要やサービスの内容、利用の手続きについて説明し
ます。
介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容や対象者の条件、利用
料について説明します。

ゴミの分別について、サンプル等を使って説明します。

応急手当の方法や救急医療体制の現状について説明します。

雪下ろしの事故防止対策やロープ結索の方法について説明します。

高齢者等の生活を支える公共交通の現状や今後の取組について説明し
ます。

花の百名山で知られる森吉山について、阿仁スキー場のゴンドラを活
用した魅力と観光について説明します。

公共下水道の現状と今後の計画について説明します。

北秋田市の小・中学校の学力等の状況、北秋田市の教育の目指すもの、
解決すべき課題など、北秋田市の学校教育について幅広く説明します。
西暦915年の十和田火山大噴火や綴子の胡桃館遺跡から歴史上の災害
を学びます。
世界遺産登録を目指し見学環境を整備した伊勢堂岱遺跡、伊勢堂岱縄
文館の概要について説明します。
生涯学習に関する情報や取り組み、学校支援の活動状況や各公民館情
報について説明します。
土砂・洪水災害から身を守るために知っておきたいことや地域住民同
士が互いに助け合う「自主防災組織」について説明します。
マイナンバー制度の概要やマイナンバーカードの交付、マイナンバー
に便乗した不正行為に対する注意について説明します。

防火や地震等の災害対応について説明します。

障がいとは、差別とはどのようなものか。どのように配慮し、対応す
ればよいのか。障害者差別解消法について説明します。
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秋田県知事選挙・北秋田市長選挙

まず行こう！その行動力が秋田力！まず行こう！その行動力が秋田力！

投票日は投票日は

４月９日

秋田県知事選挙秋田県知事選挙
せ
ん
き
ょ

北秋田市長選挙北秋田市長選挙

《投票所》　投票は市内38か所で行われます。
　　　　　入場券表面の「投票所」欄を確認のうえ、お間違えのないようお願いします。

《投票時間》　午前７時～午後７時※
※次の14投票区では、１時間繰り上げ、午後６時までとなります。

▽鷹巣地区　田子ヶ沢、葛黒　　　 ▽合川地区　摩当、鎌沢　　　 ▽森吉地区　浦田、前田、巻渕

▽阿仁地区　吉田、銀山水無、荒瀬、伏影、根子、比立内、中村

　期日前投票所は、市内６か所に開設します。
　期日前投票の際は、入場券裏面に必要事項を記入のうえ、
来場ください。

〈お問い合わせ〉　北秋田市選挙管理委員会　☎62-6614

期日前投票所期日前投票所

期日前投票は、投票区を問わず、
どの投票所でも投票できます。

当日、投票できない方は期日前投票を！当日、投票できない方は期日前投票を！

３月24日（金）から４月８日（土）まで
■北秋田市役所本庁舎
　時間：午前８時30分～午後８時

４月３日（月）から４月８日（土）まで
■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、前田公民館
　時間：午前８時30分～午後７時
■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：午前９時～午後７時

開設場所及び時間開設場所及び時間

ご注意くださいご注意ください

　知事選挙と市長選挙は期日前投票の
期間が異なります。
知事選挙　３月24日～／市長選挙　４月３日～

期日前投票は、投票区を問わず、どの投票所でも投票できます。

秋田県知事選挙
【期日前投票ができる期間・時間】※各投票所の期間・時間をご確認ください。
■市役所本庁舎（４月２日までは秋田県知事選挙のみの投票となります）
　３月24日（金）～４月８日（土） 午前８時30分～午後８時
■合川・森吉・阿仁庁舎・前田公民館
　４月３日（月）～４月８日（土） 午前８時30分～午後７時
■いとく鷹巣ショッピングセンター
　４月３日（月）～４月８日（土） 午前９時～午後７時

期日前・不在者投票宣誓書兼請求書
　私は、表記選挙の当日、次の理由に該当する見込みのため期日前・不在者投
票をいたしたく、以下の記載が真実であることを誓い、投票用紙を請求します。

氏　名

（自署）

北 秋 田 市
の 住 所
滞 在 先
の 住 所
連 絡 先
電 話 番 号

請 求 日

生 年 月 日

平成 29 年　　月　　日

明・大・昭・平　　年　月　日

北秋田市

理由（該当する番号を○で囲んでください。）
仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

投票区の区域外へ外出・旅行・滞在

病気・負傷・出産・身体障害等のため歩行困難

住所移転のため、他の市町村に居住

１

２

３

５

【お問合せ先】　〒018-3392　北秋田市花園町19番1号

　北秋田市選挙管理委員会　☎0186-62-6614（直通）

北秋田市長選挙・

囲みのところをご記入ください。
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ショーンの「私が見た北秋田」／地域おこし協力隊コラム

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.９ＮＯ.９

　「おーい！かまくらの権五郎ー！」
　叫び声を浴びながら、待ちに待った焚火が夜
空を照らし、御神木の幹から枝の先へと炎が燃
え広がっていく様子を参加者一同は、じっと見
守りました。
　私が北秋田にやってきて、もう少しで７年を
迎えます。私から見れば長いのですが、地域の
伝統に比べたらまるで瞬きのようです。江戸時
代に由来する葛黒の火まつりを観賞しながらそ
う感じました（数年前の再スタートとはいえ！）。
　お祭りに参加すると、「あなたの国にはこの
ような行事がありますか？」とよく聞かれます。
焚火のイベントや地元のバザーなど、昔から続

いてきた行事は様々ありますが、葛黒の火まつ
りが始まった250年ほど前には、そもそも我が
国（米国）がまだ存在しておらず…！
　葛黒では４年前に火まつりが復活し、伝統を
守りながらも開催の手法など、新しいことに取
り組まれていて、今回は、私の国でも話題になっ
ている「クラウドファン
ディング」による募金で
開催。現代の最先端の仕
組みを取り入れた伝統行
事！さすがです！私も貢
献し、これから積み重
なっていく北秋田の歴史
に残るよう努めます！

「葛黒火まつりかまくら」

北秋田市地域おこし協力隊　九島 千春　〒018‐4301　北秋田市米内沢字七曲23 ☎72‐5243

　皆さんにご報告があります。とても急ですが、３月末をもちまして｢地域おこし協力隊｣を退任するこ
とになりました。活動している中で、海外で秋田県全体をＰＲするとい
う仕事への協力依頼があり、悩み考えた末、大好きな秋田県のため、北
秋田市のため、自分自身のためにチャレンジしてみる事にしました。
　いままで応援してくださった、たくさんの方々に感謝いたします。
　最後の仕事として、全国に北秋田市を届けることに成功しましたので
合わせてご報告を。北秋田市には、私以外にも頑張る若者がたくさんい
ます。そんな若者の１人を取材し、Ｙａｈｏｏ！ニュース（インターネッ
トニュース）に掲載することができました。記事のテーマは、北秋田市
が発祥の地といわれるマタギについて。こんな貴重な文化が残る北秋田
市って凄いし、残したい文化ですね！最後に形として北秋田市を全国に
発信する事ができて、本当によかったです。
※記事は、インターネットで下記ワードを検索すると閲覧できます。

　　短い間ではありましたが、本当にありがとうございました！

検索ｙａｈｏｏ　マタギに感銘

北秋田市地域おこし協力隊　コラム　Vol.1２

Yahoo! 記事の写真 [ 写真：佐藤慧 ]

Facebook ブログ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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市
で
は
平
成
29
年
２
月
に
「
北
秋

田
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
環
境
像

を
「
自
然
を
愛
し　
環
境
を
と
と
の

え
る　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
、
自
然
の
保
全
、
ご
み
の
削
減
や

再
利
用
、
景
観
の
維
持
な
ど
、
北
秋

田
市
の
環
境
を
良
好
に
す
る
た
め
に

必
要
な
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
後
世

に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
で
協
力
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
環
境
基
本
計

画
に
お
け
る
取
り
組
み
の
紹
介
を
は

じ
め
、
日
々
の
生
活
の
中
で
私
た
ち

が
で
き
る
取
り
組
み
や
、
環
境
に
関

す
る
最
近
の
話
題
な
ど
を
毎
月
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

　
未
来
の
北
秋
田
市
の
環
境
、
さ
ら

に
は
地
球
環
境
の
た
め
に
、
一
人
一

人
が
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
環

境
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
、
全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
環
境
基

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
市
や
民
間

団
体
が
主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
回
答
は
50
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
早
起
き
し
て
、
ご
み
を
拾
い
、
き

れ
い
に
な
っ
た
街
で
休
日
を
過
ご
す

の
は
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
す
。
環

境
コ
ラ
ム
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
一

人
一
人
が
で
き
る
身
近
な
取
り
組
み

と
し
て
の
第
一
歩
を
、
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

環　境
コラム
環　境
コラム
第１回

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

「
自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え
る

「
自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え
る

龍潭高級中学と秋田北鷹高校の教育交流／環境コラム

台
湾
国
立
龍
潭
高
級
中
学
と
秋
田
北
鷹
高
校
の
教
育
交
流

生
徒
同
士
の
友
情
と
絆
を
深
め
る

　
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
清
悦
校
長
）
と

姉
妹
校
協
定
を
結
ん
で
い
る
台
湾
国
立
龍

潭
高
級
中
学
（
鍾
碧
霞
校
長
）
の
一
行
36

人
が
、
２
月
21
日
に
秋
田
北
鷹
高
校
を
訪

問
し
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
や
部
活
動
体
験

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
両
校
の
交
流
は
、
平
成
26
年
12
月
に
龍

譚
高
級
中
学
の
李
恆
霖
校
長
が
秋
田
北
鷹

高
校
を
視
察
し
た
際
、
同
じ
農
学
系
の
学

科
が
あ
り
特
色
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

興
味
を
持
ち
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
27
年
２
月
に
龍
潭
高
級
中
学

の
生
徒
た
ち
が
、
訪
日
し
た
際
に
「
教
育

交
流
と
将
来
の
姉
妹
校
協
定
締
結
に
向
け

た
覚
書
」を
交
わ
し
、平
成
28
年
11
月
に
は
、

秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
た
ち
が
訪
台
し
、

姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐

藤
校
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
姉
妹
校
交
流
を

継
続
し
、
生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
も
深
め

て
い
き
た
い
。
こ
の
訪
問
が
、
両
校
の
交

流
の
大
き
な
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
鍾
校
長
が
「
交
流
を
通
し
て

生
徒
た
ち
が
友
好
を
深
め
る
こ
と
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応
し
た
人
材
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
歓
迎
に
お
礼

を
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
両
校
生
徒
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
、
は
じ
め
に
龍
潭
高
級
中

学
の
生
徒
が
テ
コ
ン
ド
ー
の
演
武
を
実
演
。

多
彩
な
足
技
で
次
々
と
板
を
割
る
と
秋
田

北
鷹
高
校
の
生
徒
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、

さ
ら
に
全
員
で
星
野
源
さ
ん
の
「
恋
ダ
ン

ス
」
を
踊
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
が
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
比
立
内
駒
踊
り
、

吹
奏
楽
の
演
奏
を
披
露
。
こ
の
う
ち
、
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
巨
大
な
紙
に

様
々
な
大
き
さ
の
筆
を
使
っ
て
一
気
に
書

き
上
げ
る
演
技
に
、
龍
潭
高
級
中
学
の
生

徒
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

し
ょ
う
へ
き
か

ろ
ん

た
ん

ち
ょ
う
ぶ
ん
し
ょ
う

▲龍潭高級中学の生徒は全員で、星野源さ
んの「恋ダンス」を披露し交流を深める

春のクリーンアップ参加人数

平成 26年度
　5,838 人

目指せ 6,000 人

平成 27年度
　5,476 人

平成 28年度
　5,721 人

平成 29年度　全市クリーンアップは

４月16日（日）

ピックアップ！ピックアップ！
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◇
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
元
秋
田
市
消
防
正
監
髙
橋
弘
氏
叙
位
伝
達
式（
本
庁
舎
）▽
東
地
区

自
治
会
長
連
絡
協
議
会
市
政
報
告
会（
栄
公
民
館
）

▽
大
館
・
北
鹿
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会（
大
館
市
）▽
葛
黒

火
ま
つ
り
か
ま
く
ら（
七
日
市
葛
黒
）

▽
台
湾
国
立
龍
潭
高
級
中
学
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー（
秋
田
北
鷹
高
校
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

初
日
（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
医
療
介
護
研
修
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）

▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
第
６
回
卒
業
証
書
授
与
式（
同
校
）

▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
受
賞
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
県
議
会
副
議
長
近
藤
健
一
郎
氏
県
政
活
動
10
年
を
祝
う
会（
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
鷹
巣
中
央
自
治
会
長
協
議
会・
鷹
巣
中
央
行
政
協
力
委
員
会「
市
長

と
語
る
会
」（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
楢
岡
ハ
ナ
氏
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
楢
岡
氏
宅
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
91
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議 

最
終
日
（
議
事
堂
）

▽
秋
田
林
業
大
学
校
修
了
式（
秋
田
市
）

▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式（
同
校
）

▽
国
道
１
０
５
号「
大
曲
鷹
巣
道
路
」に
お
け
る
利
活
用
促
進
に
関
す

る
意
見
交
換
会（
仙
北
市
）

▽
第
２
回
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会（
本
庁
舎
）

２
月
17
日（
金
）

19
日（
日
）

21
日（
火
）

23
日（
木
）

25
日（
土
）

27
日（
月
）

28
日（
火
）

３
月
1
日（
水
）

４
日（
土
）

５
日（
日
）

６
日（
月
）

７
日（
火
）

９
日（
木
）

10
日（
金
）

11
日（
土
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

森
吉
山
県
立
自
然
公
園
公
開
セ
ミ
ナ
ー

自
然
公
園
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る

　
森
吉
山
県
立
自
然
公
園
公
開
セ
ミ
ナ
ー

が
、
３
月
12
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
50
人
が
講
演
や

意
見
交
換
を
通
し
、
国
立
・
国
定
公
園
の

指
定
に
向
け
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
立
自
然
公
園
の

指
定
を
受
け
る
森
吉
山
を
、
国
立
公
園
・

国
定
公
園
に
昇
格
さ
せ
、
全
国
へ
発
信
し

て
い
こ
う
と
い
う
市
民
か
ら
の
強
い
要
望

を
受
け
、
市
民
の
方
々
と
と
も
に
自
然
公

園
に
対
す
る
認
識
と
知
識
を
よ
り
深
め
る

た
め
市
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
虻
川
広
見
副
市
長
が

森
吉
山
の
魅
力
を
紹
介
し
な
が
ら
「
市
と

し
て
も
滞
留
型
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
県

と
協
働
で
森
吉
山
周
辺
の
整
備
を
進
め
、

誘
客
に
努
め
て
い
る
。
市
の
財
産
で
あ
る

森
吉
山
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
学
び
、
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
秋
田
県
立
大
学
の
青
木
満
主

監
が
「
自
然
公
園
の
近
年
の
指
定
動
向
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
木
主
監
は
、
森
吉
山
の
す
ば
ら
し
い

自
然
環
境
を
説
明
し
な
が
ら
も
、
単
独
の

国
立
公
園
と
し
て
は
難
し
い
と
解
説
。
一

方
で
「
十
和
田
八
幡
平
と
景
観
や
地
形
、

植
物
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
体
と
し

て
と
ら
え
た
国
立
公
園
の
拡
張
は
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
皆
さ
ん
は
全
国
の
国
立
公
園
は

い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
国
定

公
園
は
ほ
と
ん
ど
挙
げ
ら
れ
な
い
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
国
立
と
国
定
に
は
知
名
度
に
差

が
あ
る
の
は
事
実
。
す
で
に
森
吉
山
は
東

北
で
も
有
名
で
あ
り
、
十
和
田
八
幡
平
は
、

国
が
推
進
す
る
国
立
公
園
に
選
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
隣
接
し
た
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
利
用
し
て
い
け
る
と
思
う
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
、
選
択
す
る
の

は
地
元
の
方
た
ち
。
私
も
出
来
る
限
り
応

援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

▲森吉山の国立・国定公園の指定に向け
て理解を深めた公開セミナー

森吉山県立自然公園公開セミナー／市長ダイアリー
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地域の文化遺産の継承を考える

成田成男さんが生涯スポーツ賞

どぶろくの活用で地域活性化を

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
根
子
番

楽
を
テ
ー
マ
に
し
た「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

が
、
２
月
26
日
に
根
子
児
童
館
で
行
わ
れ
、

地
域
の
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
根
子
地
区
の
出
身
者
で

組
織
し
た
根
子
番
楽
後
援
会
（
山
田
博
康
代

表
）
が
、
市
の
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
助
成
を
受
け
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
秋
田
県
立
博
物
館
学
芸
主
事

の
丸
谷
仁
美
氏
が
根
子
番
楽
の
文
化
的
な
価

値
や
歴
史
に
つ
い
て
講
演
。
続
い
て
、
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
の
あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る
氏
が
少
子
化

が
進
む
地
域
で
の
文
化
遺
産
の
継
承
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
継
承
の
方
策
を
考
え
よ
う
と
、

真
剣
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。▲地域の歴史と伝統を生かしたまちづくり

を考えた講演会

　
平
成
28
年
度
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た
成
田
成
男
さ
ん

（
84
歳
・
坊
沢
上
町
）
が
、
３
月
７
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
成
田
さ
ん
は
北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
会
長
や
秋
田
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会

長
、
大
館
北
秋
地
区
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、

競
技
の
普
及
拡
大
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
成
田
さ
ん

が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
市

に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々
の
お
手
本
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。

▲津谷市長に「生涯スポーツ賞」の受賞を
報告する成田成男さん（写真中央）

　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
（
仲
澤

弘
昭
社
長
）
主
催
の
「
第
３
回
秋
田
県
ど
ぶ

ろ
く
研
究
交
流
大
会
」
が
、
３
月
３
日
に
打

当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
で
行
わ
れ
、
県
内
の
特

定
酒
類
製
造
者
が
一
堂
に
会
し
、
ど
ぶ
ろ
く

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
仲
澤
社
長
は
「
特
区
の
問
題
点

を
持
ち
寄
り
、
意
見
交
換
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。続
い
て
、由
利
本
荘
市
の
秋
田
ニ
ュ
ー

バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
の
工
藤
由
佳
さ
ん
が
「
地

域
に
根
ざ
し
た
特
産
品
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
ど

ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
や
交
流
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
県
内
の
７
製
造
者
が
出
品
し
た
８

銘
柄
の
ほ
か
、
第
12
回
全
国
大
会
の
受
賞
作

11
銘
柄
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲どぶろくを活用した地域の活性化につい
て理解を深めた研究交流大会

●まちづくり講演会

●秋田県スポーツ賞受賞報告

●第３回秋田県どぶろく研究交流大会

し
げ
お
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燃え盛る御神木に無病息災を祈願

趣向凝らした自慢の作品一堂に

阿仁合駅周辺で多彩なイベント

　
七
日
市
の
葛
黒
集
落
に
伝
わ
る
小
正
月
行

事
「
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
」
が
、
２
月
19
日

に
葛
黒
集
落
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
燃
え
盛
る
御
神
木
を
火
の

神
「
不
動
尊
」
に
な
ぞ
ら
え
て
無
病
息
災
や

無
火
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
。
今

年
は
、
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
実
行
委
員

会
（
堀
部
明
博
実
行
委
員
長
）
が
、
運
営
費

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資
金
を
募
る
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
で
集
め
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
、
ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
火
が
灯
さ

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
御
神
木
に
点

火
さ
れ
る
と
、見
物
人
は
大
き
な
声
で「
お
ー

い
、か
ま
く
ら
の
権
五
郎
ー
」と
何
度
も
叫
び
、

今
年
１
年
の
無
事
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

▲大勢の見物人に見守られ、赤々と燃え盛
る御神木

　
「
た
か
の
す
の
げ
ん
こ
つ
芋
」
の
生
産
拡

大
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
主
催
の
「
と
ろ

ろ
飯
と
山
の
芋
鍋
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
２
月

21
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、Ｊ
Ａ
組
合
員

や
料
理
自
慢
の
市
民
か
ら
、
と
ろ
ろ
飯
部
門

に
７
品
、
山
の
芋
鍋
部
門
に
８
品
の
合
わ
せ

て
15
品
が
出
品
さ
れ
、
会
場
の
各
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
盛
り
付
け
に
も
配
慮
し
た
彩
り
豊
か

な
創
作
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
市
や
消
費
者
の
会
、
Ｊ
Ａ
、

商
工
会
な
ど
の
代
表
者
９
人
が
務
め
、
見
栄

え
、
食
味
、
ア
イ
デ
ア
の
３
項
目
を
基
準
に
、

市
内
飲
食
店
で
の
提
供
な
ど
の
将
来
的
な
可

能
性
も
探
り
な
が
ら
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
作

品
を
じ
っ
く
り
と
審
査
し
て
い
ま
し
た
。▲完成度の高い作品に感心しながら試食・

採点を行う審査員

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

（
津
谷
永
光
会
長
）
主
催
の
「
北
秋
田
の
お

ひ
な
ま
つ
り
」
が
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
５

日
ま
で
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
周
辺
で
行
わ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
主
会
場
の
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
、
駅
前
の
湊
商
店
が
所
蔵
す
る
約
３
０

０
年
前
に
作
ら
れ
た
「
享
保
雛
」
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
ひ
な
人
形
や

手
作
り
の
つ
る
し
飾
り
な
ど
１
０
０
点
余
り

が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
湊
商
店
の
内
蔵
や

専
念
寺
の
巨
大
竜
天
井
絵
が
一
般
公
開
さ
れ

た
ほ
か
、
秋
田
内
陸
線
で
は
急
行
列
車
内
に

ひ
な
飾
り
を
飾
っ
た
「
お
ひ
な
様
列
車
」
を

運
行
す
る
な
ど
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
様
々
な

展
示
物
を
興
味
深
く
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲地域住民などが持ち寄ったひな人形やつ
るし飾りが並べられた展示会場

●葛黒火まつりかまくら

●とろろ飯と山の芋鍋コンクール

●北秋田のおひなまつり
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平
成
28
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・

読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、

２
月
25
日
に
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
て

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
、
今
年
度
で
52
回
目
と
な
る

感
想
文
部
門
に
１
４
３
点
、
20
回
目
と
な

る
感
想
画
部
門
に
は
５
２
５
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て

長
崎
幸
雄
・
教
育
次
長
は
「
若
い
時
か
ら

読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
大
切
な
事
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
機
に
読
書
を
楽
し
み
な
が
ら
文

章
や
絵
を
書
く
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
い
、

読
書
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
、
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
小
学

校
の
部
で
特
選
に
輝
い
た
鷹
巣
小
学
校
３

年
の
戸
澤
慈
雲
さ
ん
と
米
内
沢
小
学
校
６

年
の
藤
本
奈
月
さ
ん
が
受
賞
作
品
を
発
表

し
、
読
書
で
得
た
感
動
を
会
場
の
皆
さ
ん

に
伝
え
た
ほ
か
、
入
賞
者
一
人
一
人
に
長

崎
教
育
次
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
入
賞
者
へ
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

感
想
文

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者

感
想
文

　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者

読
書
の
あ
と
で
・
・
・

読
書
の
あ
と
で
・
・
・

北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

鷹巣小３年の戸澤慈雲さん

米内沢小６年の藤本奈月さん

入賞者一人一人に賞状を授与

戸
澤
慈
雲

佐
藤
敬
翔

藤
田
ゆ
あ
る

薮
田
康
正

長
谷
川
悠
月

三
浦
煌
千

工
藤
大
翔

金
　
琉
希

新
林
咲
彩

原
田
紗
彩

武
石
伊
織

村
井
七
奈
子

福
田
美
空

片
岡
結
萌

津
谷
く
ら
ら

有
田
ひ
な

柴
田
彩
羽

髙
関
侑
亜

鈴
木
史
織

吉
田
美
優

鷹
巣
小

綴
子
小

前
田
小

大
阿
仁
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

米
内
沢
小

前
田
小

合
川
小

米
内
沢
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

前
田
小

鷹
巣
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

合
川
小

合
川
小

小
学
校
３
年
生
（
応
募
者
数
21
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
４
年
生
（
応
募
者
数
22
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
５
年
生
（
応
募
者
数
21
人
）

特
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
６
年
生
（
応
募
者
数
30
人
）

特
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

中
学
校
（
応
募
者
数
49
人
）

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

泉
谷
優
奈

成
田
春
音

杉
渕
忠
稀

三
澤
梨
乃

近
藤
花
穂

佐
藤
朝
陽

松
橋
賢
輝

藤
本
奈
月

西
宮
想
心

清
水
香
潤

木
村
　
慶

戸
嶋
明
日
羽

近
藤
彩
那

藤
田
み
る
る

伊
藤
心
美

岩
本
真
菜
香

伊
藤
大
成

佐
藤
那
奈

堀
部
瑞
穂

石
田
麻
樹

九
嶋
莉
那

木
村
優
花

佐
藤
陽
葵

工
藤
　
凱

米
内
沢
小

鷹
巣
小

米
内
沢
小

綴
子
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

阿
仁
合
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

合
川
小

合
川
小

鷹
巣
小

鷹
巣
南
小

前
田
小

合
川
小

鷹
巣
南
中
２
年

阿
仁
中
２
年

森
吉
中
１
年

鷹
巣
南
中
２
年

阿
仁
中
２
年

鷹
巣
南
中
１
年

森
吉
中
１
年

森
吉
中
１
年

合
川
中
１
年

じ

う

ん

た

か

と

こ
う
せ
い

は
る
な

こ
う
せ
い

だ

い

と

り
ゅ
う
き

さ

や

さ

あ

や

い

お

り

な

な

こ

み

く

ゆ

め

い

ろ

は

ゆ

あ

し

お

り

み

ゆ

ゆ

な

は

る

と

た

だ

き

り

の

か

ほ

あ

さ

ひ

よ

し

き

な

つ

き

そ

う

し

こ
う
じ
ゅ
ん

け
い

あ

す

は

あ

や

な

こ

こ

み

ま

な

か

ひ
ろ
な
り

な

な

み

ず

ほ

ま

き

り

な

ゆ

か

ひ

よ

り
か
い
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《特選》 岩川希乃奏さん（鷹巣東保育園）
題名　おいしそうな あかずきんちゃん、たべちゃうぞー!
書名　赤ずきん

《特選》 高頭美月さん（あいかわ保育園）
題名　わたしもおいしいケーキ だいすき
書名　ホットケーキできあがり！

《特選》 佐藤伶音さん（鷹巣南小１年）
題名　まいったか
書名　かぶと四十郎 夕陽のカブトマンの巻

《特選》 庄司 杏さん（米内沢小１年）
題名　くじらのふん水でおよいだよ！
書名　くじらだ！

《
特
選
》 

播
磨
史
恩
さ
ん
（
米
内
沢
小
２
年
）

題
名　
十
二
支
の
は
じ
ま
り
は 

ぼ
く

書
名　
十
二
支
の
は
じ
ま
り

《
特
選
》 

佐
藤
結
奈
さ
ん
（
鷹
巣
南
小
２
年
）

題
名　
す
て
き
な
夜
の
な
か
ま
た
ち

書
名　
ち
び
く
ま
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

岩
川
希
乃
奏

高
頭
美
月

河
田
陽
裟

佐
藤
暖
胡

大
沢
明
夏

成
田
虎
六
久

三
浦
千
愛

畠
山
煌
菜

松
井
友
佳
子

鈴
木
嶺
太
郎

津
谷
颯
人

栗
谷
大
智

田
口
　
珀

小
笠
原
陵
真

杉
渕
　
稟

村
井
　
尊

本
城
谷
心
琴

金
田
唯
都

鷹
巣
東
保

あ
い
か
わ
保

鷹
巣
中
央
保

鷹
巣
東
保

米
内
沢
保

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

七
日
市
保

鷹
巣
中
央
保

鷹
巣
中
央
保

前
田
保

阿
仁
合
保

大
阿
仁
保

あ
い
か
わ
保

あ
い
か
わ
保

し
ゃ
ろ
ー
む

南
鷹
巣
保

綴
子
保

幼
稚
園・
保
育
園
（
応
募
者
数
１
９
０
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

小
学
校
１
年
生
（
応
募
者
数
１
６
９
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佐
藤
伶
音

庄
司
　
杏

成
田
龍
芽

畠
山
三
輝

佐
藤
美
桜

米
屋
颯
心

松
岡
凌
生

森
川
詩
音

櫻
庭
莉
仁

堀
内
悠
帆

津
谷
怜
奈

中
嶋
真
滉

近
藤
美
緒

伊
東
清
良

米
沢
　
柊

藤
本
　
蓮

市
川
怜
那

森
岡
優
月

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

前
田
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

米
内
沢
小

阿
仁
合
小

合
川
小

合
川
小

小
学
校
２
年
生
（
応
募
者
数
１
６
６
人
）

特
選

特
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佳
作

佐
藤
結
奈

播
磨
史
恩

児
玉
聖
奈

大
川
　
凛

渡
部
飛
羽

庄
司
大
河

三
浦
大
輝

三
浦
馨
太

九
嶋
真
和

熊
谷
芽
生

宇
野
澤
龍
海

佐
藤
偉
知
郎

佐
藤
瑚
々
渚

岩
本
詩
音

長
岐
好
誠

織
田
泰
成

西
根
穂
乃
香

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

鷹
巣
南
小

鷹
巣
南
小

米
内
沢
小

前
田
小

前
田
小

合
川
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
南
小

鷹
巣
南
小

阿
仁
合
小

大
阿
仁
小

の

の

か

み

づ

き

は

る

さ

は

る

こ

め

い

か

こ

ろ

く

ち

え

こ

な

ゆ

か

こ

り
ょ
う
た
ろ
う

は

や

と

だ

い

ち
は
く

り
ょ
う
ま

り
ん

た
け
る

み
こ
と

ゆ

い

と

り

とあ
ん

り
ゅ
う
が

み

つ

き

み

お

さ

つ

き

り

き

し

お

ん

り

ひ

と

ゆ

う

ほ

れ

い

な

ま
さ
ひ
ろ

み

お

き

よ

ら
し
ゅ
う

れ
ん

れ

な

ゆ

づ

き

ゆ

な

し

お

ん

せ

なり
ん

と

わ

た

い

が

だ

い

き

け

い

た

ま

ど

か

め

い

り
ょ
う
ま

い

ち

ろ

う

こ

こ

な

し

お

ん

こ
う
せ
い

た
い
せ
い

ほ

の

か
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コミュニケーションの大切さを学ぶコミュニケーションの大切さを学ぶ

　▲コミュニケーションの大切さを学ぶ受講生

　コムコム定期講座「グッドライフ講座」が、２月
23 日に市民ふれあいプラザで行われ、あきたＡＴ
研究会の髙橋静子さん（秋田市）が「コミュニケー
ションで変身！アクティブシニア」と題して講演し
ました。
　参加した受講生 14 人はメモを取りながら、自分
と相手どちらも大切にするコミュニケーションにつ
いて学び、また、実際に事例を体験して正しい言葉
遣いの大切さを実感していました。
　体験後、受講生からは「優しい言葉をかけると優

しい言葉で返ってくることが分かった」「これから
優しい言葉遣いを心がけたい」と声が上がりました。～コムコム定期講座「グッドライフ講座」～

　阿仁生き活き大学（西根邦明学長）の学習会及び
修了式・閉講式が、３月 10 日に阿仁ふるさと文化
センターで行われ、学生 40人が出席しました。
　学習会では、講師の太平寺前住職で詩人の亀谷健
樹さんが「こころの健康～マインドフルネス　長寿
社会における真の幸せとは」と題し、103 歳まで
長生きした女性の話に触れ、朝に昆布水を飲み、来
客との対話を楽しみ、笑顔を絶やさないなど、長寿
の秘訣 10か条を語りました。
　引き続き行われた修了式・閉講式では、皆勤賞 　▲今年度最後の学習会で講演を聴く受講生

14 人の表彰に続き、学士号などの称号が授与され、
今年度の学習を締めくくりました。

郷土の偉人　畠山義郎を語り継ぐ郷土の偉人　畠山義郎を語り継ぐ
～第156回「合川ろばた講座」～

学習を通じて教養を高め絆深める学習を通じて教養を高め絆深める
～阿仁生き活き大学　学習会と修了・閉講式～

　今年度で 40 周年を迎える「合川ろばた講座」が、
３月 14日に合川公民館で行われ、約 50人が参加し、
北秋田市名誉市民で元合川町長の故・畠山義郎氏の
偉業と功績を語り合いました。
　今回の講座では「郷土の偉人　畠山義郎を語り継
ぐ」と題し、話題提供者として和田勇治さん、安部
綱江さん、関源一さんを迎え、畠山氏のエピソード
や幼少期から晩年までの写真の紹介も交えながら、
旧合川町長を 10 期 40 年務め、地域の発展に尽力
した畠山氏の功績について意見を交わしました。 　▲故・畠山氏の功績を語り合った合川ろばた講座

　参加者からは、畠山氏との思い出や活発な意見が
飛び交い、盛会な講座となりました。
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学びの広場

申
問

 

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

 　
各
大
学
と
も
５
月
開
講
で
す

申
問

申
問

申
問

 

今
月
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す

問　 

鷹
巣
図
書
館  

☎
62‐
３
３
１
１

 

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
各
公
民
館
の

 

使
用
料
減
免
登
録
申
請
を
受
付
ま
す

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館

　
平
成
29
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

５
月
に
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、生
涯
学
習
課
又
は
各
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
】

 

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

 

運
営
費（
負
担
金
）　

１
０
０
０
円

 

〇
高
鷹
大
学

テ
ー
マ

 「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度

　
　
　
（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
）

受
付
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62‐

１
１
３
０

 

〇
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、と
も
に
学
ぼ
う
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定（
学
習
会
、移

動
教
室
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

 

〇
森
吉
大
学

テ
ー
マ 「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぼ
う
」

内
容　
年
７
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

 

〇
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
交
流　
と
も
に
学
び
あ
お
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82‐

２
２
２
０

　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
各
公
民
館
を

使
用
予
定
の
団
体
で
、
平
成
29
年
度
「
使

用
料
減
免
登
録
証
（
カ
ー
ド
）」
の
交
付

を
希
望
す
る
団
体
は
、
利
用
す
る
施
設
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
団
体
で

あ
っ
て
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
狂
う
ひ
と（
梯
久
美
子
著
）

▽
た
だ
し
い
も
ち
か
た
の
絵
本（
Ｗ
Ｉ
Ｌ

　
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所
編
・
著
）

▽
花
粉
症・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
自
分
で
治
す

　
70
の
知
恵（
水
嶋
丈
雄
監
修
）

▽
私
は
い
っ
た
い
、何
と
闘
っ
て
い
る
の

　
か（
つ
ぶ
や
き
シ
ロ
ー
著
）

《
閲
覧
可
能
な
政
党
機
関
紙
（
５
紙
）》

自
由
民
主
／
民
進
プ
レ
ス
／
公
明
新
聞

／
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
／
社
会
新
報

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

せ
き
じ
ん

れ
き

は
く

へ
ん ○

ナ
イ
フ
形
石
器

（
二
重
鳥
Ａ
遺
跡
出
土
）

ふ
た
え
ど
り

　
今
回
は
旧
石
器
時
代
編
と
し
て
、
こ

の
時
代
の
道
具
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
旧
石
器
時
代
は
縄
文
時
代
の
一
つ
前

の
時
代
区
分
で
、
今
か
ら
９
〜
８
万
年

前
か
ら
１
万
６
千
年
前
頃
を
指
し
ま
す
。

　
こ
の
時
代
は
氷
河
期
に
あ
た
り
、
最

も
寒
か
っ
た
２
万
年
前
は
現
在
よ
り
も

平
均
気
温
が
７
度
低
く
、
樺
太
と
北
海

道
は
陸
続
き
で
、
対
馬
海
峡
も
狭
ま
っ

た
環
境
で
し
た
。
こ
の
時
、
大
陸
か
ら

日
本
列
島
に
人
が
入
り
、
秋
田
県
に
は

３
万
年
前
頃
に
人
が
住
み
始
め
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
土
器
は
発
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

石
器
の
ほ
か
、
骨
や
木
で
作
っ
た
道
具
、

皮
革
製
品
な
ど
は
充
実
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
中
で
も
石
器
は
主
要

な
道
具
で
、
も
と
と
な
る
原
石
・
礫
か

ら
打
ち
割
っ
た
薄
い
短
冊
の
よ
う
な
剥

片
（
石
刃
）
を
巧
み
に
加
工
し
て
用
途

に
応
じ
た
石
器
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
で
は
、
二
重
鳥
Ａ
遺
跡
で

こ
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
初
め
て
調

査
さ
れ
、
約
４
０
０
点
の
石
器
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
写
真
は
旧
石
器
時
代
の

最
も
特
徴
的
な
石
器
で
、
ナ
イ
フ
形
石

器
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ナ
イ
フ
や

包
丁
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
長
い
柄
の
先
に
固
定
し

て
槍
先
と
し
て
の
用
途
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
皮
な
め
し
に
使
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
石
器
（
掻
器
）
な
ど
も

一
緒
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
石
器
の

特
徴
か
ら
２
万
年
前
か
ら
１
万
８
千
年

前
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
旧
石
器
時
代
は
、
大
型
動
物
の
群
れ

を
追
い
か
け
、
狩
り
を
す
る
移
動
生
活

を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
重
鳥
Ａ
遺
跡
は
小
又
川
を
見
下
ろ
す

山
間
の
小
高
い
台
地
の
上
に
あ
り
、
一

時
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
跡
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
北
秋

田
市
で
作
ら
れ
た
最
古
の
道
具
で
、
北

秋
田
の
歴
史
の
始
ま
り
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

　
「
旧
石
器
時
代
編
」 

そ
う
き

　▲ナイフ形石器
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人　
事　
異　
動

　
部
長
、課
長
、主
幹
、退
職
者
等
を

除
き
、昇
格
者
及
び
役
職
、異
動
前

の
所
属
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

（
）は
異
動
前
の
所
属
。☆
は
主
幹

 

■
総
務
部

▽
総
務
課
／
課
長
＝
小
松
正
彦
（
生
活
課

長
）
／
総
務
係
＝
☆
佐
藤
敏
文
（
商
工

観
光
課
）・
淡
路
純
子
／
危
機
管
理
係

＝
千
葉
隆
人

▽
総
合
政
策
課
／
政
策
係
＝
佐
藤
礼
介
／

広
報
係
＝
和
田
真
輝

▽
内
陸
線
再
生
支
援
室
／
室
長
＝
三
浦
仁

作
（
生
涯
学
習
課
）

 

■
総
務
部
付
職
員
　〈　
〉
は
派
遣
先

　
神
成
志
織
〈
秋
田
県
企
画
振
興
部
市
町

村
課
〉
／
畠
山
匡
平

 

■
財
務
部

▽
財
政
課
／
課
長
＝
金
澤 

誠
（
総
務
課
）

／
財
政
係
＝
☆
佐
藤
信
也
（
税
務
課
）・

佐
藤
優
奈
／
電
算
シ
ス
テ
ム
係
＝
☆
小

笠
原
雅
明
（
鷹
巣
図
書
館
）
／
管
財
係

＝
松
岡
繁
広
・
成
田 

恵
／
地
籍
調
査

室
＝
☆
石
崎
正
則
（
生
涯
学
習
課
）

▽
税
務
課
／
収
納
係
＝
☆
後
藤
篤
志
（
米

内
沢
診
療
所
）・
櫻
井
條
史・
山
田
賢
一

 

■
市
民
生
活
部

▽
生
活
課
／
課
長
＝
藤
原
甚
英
（
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
）
／
環
境
係
＝
堀
内

清
美
／
地
域
推
進
係
＝
村
上
朋
貴

▽
市
民
課
／
市
民
係
＝
桜
庭
遼
平
／
国
保

年
金
係
＝
三
日
田
貴
彦

▽
高
齢
福
祉
課
／
課
長
＝
三
澤
忠
博
（
教

育
委
員
会
総
務
課
）
／
介
護
保
険
係
＝

☆
木
村
寛
二
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
☆
佐
藤

ひ
と
み
（
高
齢
福
祉
課
）

▽
医
療
健
康
課
／
地
域
医
療
対
策
室
＝
小

松
千
尋
／
健
康
推
進
係
＝
☆
坂
上
洋
子

（
医
療
健
康
課
）

▽
合
川
診
療
所
／
木
村
千
春

▽
阿
仁
診
療
所
／
鈴
木
忠
子

▽
米
内
沢
診
療
所
／
齋
藤 

淳

 

■
産
業
部

政
策
監

佐
藤 

進
（
財
政
課
長
）

▽
農
林
課
／
林
業
振
興
係
＝
☆
三
浦
広
幸

（
都
市
計
画
課
）

▽
商
工
観
光
課
／
課
長
＝
小
笠
原 

隆（
財

政
課
）
／
観
光
振
興
係
＝
☆
小
松
武
志

（
商
工
観
光
課
）・
佐
藤
大
志
／
商
工
労

働
係
＝
平
川
貴
章

 

■
建
設
部

▽
都
市
計
画
課
／
都
市
計
画
住
宅
係
＝
飯

坂
聡
宏
・
松
橋
康
浩

▽
建
設
課
／
課
長
＝
西
根
弘
樹（
建
設
課
）

／
工
務
係
＝
☆
日
下
部
公
信（
建
設
課
）

／
管
理
係
＝
千
葉
颯
都

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、防
災
体
制
の
充
実
、ま
た「
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
」
の
関
連
事
業
遂
行
の
た
め
、
総
務
課
及
び
商
工

観
光
課
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
増
員
し
て
い
ま
す
。（
異
動
規
模
１
７
４
人
）

■
平
成
29
年
４
月
１
日
職
員
数　

４
９
０
人
（
再
任
用
職
員
６
人
）

　
退
職　
20
人
（
う
ち
再
任
用
退
職
２
人
）

　
採
用　
15
人
（
一
般
職
９
人
、
保
健
師
１
人
、
土
木
技
師
１
人
、

　
　
　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
１
人
、
水
道
技
師
職
１
人
、
消
防
２
人
）

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
吉
田
幸
子
（
医
療
健
康
課
）

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
佐
藤
栄
作
（
高
齢
福
祉
課
）
／
前

田
出
張
所
＝
鈴
木
布
由
子

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
セ
ン
タ
ー

長
＝
片
岡
清
巳
（
内
陸
線
再
生
支
援
室

長
）／
市
民
生
活
係
＝
☆
佐
藤
昌
博（
合

川
診
療
所
）・
伊
藤
智
恵
子
／
大
阿
仁

出
張
所
＝
佐
藤
美
穂

 

■
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
部
長

齊
藤 

修
（
福
祉
課
長
）

▽
福
祉
課
／
課
長
＝
石
上
和
彦（
福
祉
課
）

／
保
護
係
＝
成
田
章
子
／
地
域
障
が
い

福
祉
係
＝
☆
新
田
あ
さ
み
（
高
齢
福
祉

課
）・
高
橋
由
利
子
・
長
岐
英
泰
／
こ

ど
も
福
祉
係
＝
福
原
麻
里
／
あ
い
か
わ

保
育
園
＝
庄
司
美
佳
子
・
松
橋
皆
子
・

山
田
由
喜
子
／
米
内
沢
保
育
園
＝
渡
辺

さ
ゆ
り
・
木
村
由
美
子
・
北
林
美
紀
子・

福
嶋
智
子
・
九
島
美
由
起
／
前
田
保
育

園
＝
柴
田
洋
子
・
松
橋
寿
美
／
阿
仁
合

保
育
園
＝
柴
田
昌
子
・
鈴
木
千
佳
子
／

大
阿
仁
保
育
園
＝
☆
佐
々
木
満
寿
子

（
大
阿
仁
保
育
園
）・
山
田
恵
美
子
・
片

岡
八
千
代
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▽
上
下
水
道
課
／
課
長
＝
近
藤 

豊
（
建

設
課
長
）／
業
務
係
＝
☆
上
田
正
靖（
生

活
課
）・
湯
瀬
政
樹
／
水
道
係
＝
髙
橋

将
智

 

■
会
計

会
計
管
理
者

木
村
元
紀（
総
務
課
長
）

▽
会
計
課
／
萩
野
貴
久

 

■
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

佐
藤 

誠

（
消
防
本
部
総
務
課
長
）

▽
次
長
＝
小
坂
竜
也
（
議
会
事
務
局
）

 

■
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

松
橋
久
司

（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

政
策
監
兼
学
校
教
育
課
長

佐
々
木 

馨

　（
学
校
教
育
課
推
進
監
）

▽
総
務
課
／
課
長
＝
金
澤
聡
志
（
合
川
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
長
）
／
総
務
係
＝
☆

畠
山
久
子
（
総
務
課
）
／
鷹
巣
北
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
☆
福
田
い
ず
み

（
生
涯
学
習
課
）

▽
学
校
教
育
課
／
推
進
監
＝
藤
嶋
幹
子

（
学
校
教
育
課
）
鷹
巣
中
央
小
学
校
＝

津
谷
清
孝
／
合
川
小
学
校
＝
奥
山
昭
光

／　
鷹
巣
中
学
校
＝
原
田
里
美
／
森
吉

中
学
校
＝
三
浦
徳
浩

▽
生
涯
学
習
課
／
生
涯
学
習
係
＝
☆
松
田

淳
子
（
生
涯
学
習
課
）・
相
馬 

覚
・
戸

沢
元
継
／
合
川
公
民
館
＝
吉
田 

翔
／

森
吉
公
民
館
＝
神
成 

環
／
文
化
係
＝

☆
山
本
明
美
（
福
祉
課
）・
鈴
木
喜
子

／
文
化
会
館
＝
成
田 

寿
／
鷹
巣
図
書

館
＝
杉
渕
典
子

 
■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
☆
福
田
俊
之
（
上
下
水
道
課
）

 

■
消
防
本
部

▽
総
務
課
／
課
長
＝
高
橋
将
樹
（
上
下
水

道
課
）

▽
警
防
課
／
☆
成
田 

悟
（
合
川
分
署
）

▽
消
防
署
／
近
藤
高
広
・
米
沢
隆
広
・
金

田
光
明
・
津
谷 

俊
・
佐
藤
光
世
・
成

田
聖
仁
・
本
城
谷
真
也
・
野
呂
俊
樹

▽
森
吉
分
署
／
佐
藤
吉
哉
・
宮
野
義
行
・

清
水
健
吾
・
五
十
嵐
高
次
・
髙
関
公
典
・

佐
藤
勝
人
・
畠
山
光
大
・
浅
野
喜
孝
・

齋
藤
将
太

▽
阿
仁
分
署
／
小
笠
原 

力
・
鈴
木
博
喜
・

伊
藤 

剛
・
佐
藤
友
希

▽
合
川
分
署
／
☆
小
坂
重
人（
森
吉
分
署
）・

松
井
信
人
・
宮
腰
耕
里
・
近
藤
大
斗
・

石
川
功
太

▽
上
小
阿
仁
分
署
／
田
口
貴
輝
・
佐
藤 

純
・

堀
内
幸
大
・
佐
藤
伸
秋
・
櫻
田
敬
大
・

若
松
健
太
郎
・
藤
嶋
梢
平
・
高
橋
拓
人
・

大
川
翔
平

 

■
新
規
採
用
職
員
　〈
　
〉
は
配
属
先

▽
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
部
局

　
畠
山
未
悠〈
総
務
係
〉／
斎
藤
真
結〈
市

税
係
〉
／
佐
藤 

駿
〈
地
域
推
進
係
〉

／
武
田
滉
大
〈
市
民
係
〉
／
藤
原
真
弓

〈
健
康
推
進
係
〉
／
佐
々
木 

眸
〈
健
康

推
進
係
〉
／
幸
山
奈
那
〈
農
業
振
興
係
〉

／
木
村
翔
斗
〈
林
業
振
興
係
〉
／
玉
造

千
聖〈
観
光
振
興
係
〉／
若
松
翔
太〈
工

務
係
〉
／
田
村 

新
〈
水
道
係
〉
／
照

内
か
え
で
〈
義
務
教
育
係
〉
／
松
橋
幸

也
〈
ス
ポ
ー
ツ
係
〉

▽
消
防
本
部
（
消
防
職
員
）

　
齊
藤
卓
弥〈
消
防
署
〉／
中
嶋
晃
大〈
消

防
署
〉

■
再
任
用
　〈
　
〉
は
配
属
先

　
田
村
義
明
〈
市
税
係
〉
／
関 

勝
美
〈
合

川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
〉
／
大
高
清
子

〈
大
阿
仁
保
育
園
〉
／
渡
辺
幸
子
〈
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

 

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

　
柴
田
榮
則
（
健
康
福
祉
部
長
）
／
工
藤

清
隆（
産
業
部
政
策
監
）／
米
澤 

潤（
会

計
管
理
者
）
／
田
村
義
明
（
議
会
事
務

局
長
）
／
長
崎
幸
雄
（
教
育
次
長
）
／

土
佐
良
成
（
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

長
）
／
湯
沢
栄
治
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
長
）
／
渡
辺
幸
子
（
高
齢
福
祉

課
長
）
／
柴
田
明
弘
（
商
工
観
光
課
長
）

／
柴
田
孝
博
（
上
下
水
道
課
長
）
／
杉

渕
清
純
（
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
主

幹
）
／
大
高
清
子
（
大
阿
仁
保
育
園
主

幹
）
／
上
杉 

実
（
農
林
課
主
幹
）
／

齋
藤
悦
子
（
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

参
事
）
／
関 

勝
美
（
合
川
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
参
事
）
／
津
谷
恵
子
（
医
療

健
康
課
参
事
）
／
武
田
信
夫
（
綴
子
小

学
校
校
務
員
）
／
中
村
順
子
（
鷹
巣
中

学
校
校
務
員
）

　
（
再
任
用
退
職
）

　
相
馬
京
子
〈
米
内
沢
保
育
園
〉
／

　
原 

眞
理
子
〈
阿
仁
診
療
所
〉
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■文化会館　☎62‐3311

▼４/１（土）第41回三澤由美子音
楽教室発表会＝14：00～入場無料

▼４/９（日）菊池徳美・杉渕路子 
ピアノ発表会＝10：00～入場無料

▼４/９（日）とのづかまちこピア
ノおさらい会＝15：00～入場無料

■スポーツ　☎62‐3800

▼４/16（日）大館北秋田春季陸上
記録会 ＝鷹巣陸上競技場

▼４/16（日）第10回フットサル親
睦交流戦＝鷹巣体育館

▼４/22（土）第55回河田杯マラソ
ン大会・大館北秋田ロードレース
大会＝北秋田市役所周辺

▼４/22（土）～23（日）大北中学校
春季総体バスケットボール大会＝
鷹巣体育館

▼４/22（土）～23（日）大北中学校
春季総体野球大会＝中央公園野球場

▼４/23（日）第56回全県選抜高等
学校柔道大会・第20回全県選抜高
等学校女子柔道大会＝森吉総合ス
ポーツセンター

▼４/29（土）～30（日）秋田県小学
生野球大会北秋田予選＝森吉野球場

▼４/30（日）高松宮賜杯軟式野球
北秋田予選＝中央公園・合川野球場

■４月20日（木） 
新東北メタル（株）
10時～11時45分
ＪＡ鷹巣町配送センター
12時15分～13時
県立鷹巣技術専門校
14 時30分～ 16時 30 分
■４月23日（日） 
いとく鷹巣ＳＣ
①10時～12時／②13時～16時

（
（

（

献血日程献血日程

（

４月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐3311
　５日、12日、16日
　19日、26日、29日
【開館時間】 午前９時～午後７時
　※土日、振替休日は午後５時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　５日、12日、16日
　19日、26日、29日
【開館時間】 午前９時～午後５時

みんよう　ておどり

民謡・民舞少年少女北東北大会

日時４月30日（日） 12時～
青森県・岩手県・秋田県の
　幼年・小学生・中学生の大会です

会場 文化会館

問

将来の

民謡界を担う

子どもたちが

一堂に！

平
成
29
年
度
北
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
ク
ラ
ブ
団
員
募
集
！

対
象　
市
内
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

練
習
日（
期
間
は
５
月
〜
10
月
ま
で
）

　
第
２
・
４
土
曜
日　
９
時
〜
10
時
30
分

練
習
会
場　
鷹
巣
陸
上
競
技
場

開
講
式 《
日
時
》
４
月
22
日（
土
）14
時
〜

　
　
　

 《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　
申
込
書
を
４
月
16
日
ま
で
に

鷹
巣
体
育
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
※
申
込
書
は
鷹
巣
体
育
館
に
あ
り
ま
す

年
会
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
※
開
講
式
当
日
に
徴
収
し
ま
す

　

 

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
事
務
局（
鈴
木
）

☎
０
９
０‐
５
２
３
４‐
２
５
５
６

問

４月１日から４月１日から

公民館の使用料が変わります公民館の使用料が変わります

対象施設…鷹巣地区公民館／合川公民館／合川駅前公民館
／森吉公民館／前田公民館／阿仁公民館／大阿仁公民館

変更点変更点

▽使用区分［午前・午後・夜間］を　１時間単位に！

▽有料であった冷暖房料を　冷暖房料無料に！

変更後の使用料（１時間当たり）

ホール

調理室

上記以外
（一室）

810 円
1,350 円
2,700 円
540 円
270 円
400 円
800 円

入場料（無）
入場料（有）
営利

入場料（無）
入場料（有）
営利

　 生涯学習課生涯学習係 ☎62‐1130問

公民館を利用する方々への利便性の向上を目指して！

2017
2017秋田内陸線ウォーク秋田内陸線ウォーク

阿仁合駅～阿仁前田駅 約 10 ㎞
参加費　300 円

　 秋田内陸縦貫鉄道本社 ☎82‐3231問

受付場所・時間　阿仁合駅 ９：00～11：30

第１回第１回

開催日４月 23日（日）

― 秋まで８回開催！ ―
　すべて参加すると内陸線全駅を
訪問することができます。

　 日本民謡協会秋田県連合会
　 ☎62‐2874（河田カツ子）
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
４
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　
　
　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日　
　

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、
確
認
書
類（
免
許
証
等
）

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
バ
ス
タ
オ

ル
／
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
４
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
28
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
４
月
26
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
６
月
生
ま
れ
の
子

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
４
月
28
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

　
　
　
※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

 

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
心
の
ふ
れ
あ

い
相
談
員
が
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
４
月
13
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
４
月
21
日（
金
） 
10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
４
月
24
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
申
込
み
は
不
要
で
す
）

日
時　
４
月
27
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
４
月
28
日（
金
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

申
問

申
問

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
２
月
８
日
の
健
診

金
田
そ
う
へ
い

佐
藤
し
ど
う

奈
良
ひ
ま
り

藤
田
じ
ゅ
ま

櫻
井
し
ゅ
ん
た

櫻
井
ほ
な
み

玉

造

る

な

柴
田
り
ょ
う
が

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

李

岱

新

中

米
内
沢
駅
前

合

川

合

川

梅

栄

中
道
岱

米
内
沢
駅
前

≪対象≫　市国保に加入し、特定健診を受診する
40・50・60歳の方　※集団検診のみ
　☆追加で貧血･心電図･眼底検査をします。
≪対象≫　20 ～ 39歳の方　※集団検診のみ
　☆加入している健康保険に関わらず「さわやか
健診」を受診できます。
≪対象≫　大腸がん検診（50～54歳）／胃がん
検診（50・52・54・56・58歳）　※集団検診のみ

　☆加入している健康保険に関わらず、検診料金
が無料です。
≪対象≫　20 ～ 40歳までの方
　☆「子宮頸がん検診」を県内の指定医療機関で
受診できます。
　※受診券が必要です。希望の方はご連絡ください。
　健 ( 検 ) 診の案内は、世帯ごとに郵送します。

特定健診・がん検診

　　を受けましょう！

特定健診・がん検診

　　を受けましょう！

　 医療健康課健康推進係 ☎62‐6666

４月から健 ( 検 ) 診がスタート４月から健 ( 検 ) 診がスタート

問
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秋
田
県
司
法
書
士
会
無
料
相
談
会

日
時　

４
月
19
日（
水
） 

14
時
〜
16
時

場
所
　
大
館
市
北
地
区

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
不
動
産
・会
社・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

相
談
件
数　
８
件（
先
着
順
）

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す

予
約
締
切　

４
月
14
日（
金
） 

15
時

予
約
専
用 

☎
０
１
８‐

８
２
４‐

０
０
５
５

　

 

秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐

８
２
４‐

０
１
８
７

問
お
知
ら
せ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

活
動
内
容　
日
常
生
活
の
範
囲
で
知
り
得

た
、
米
代
川
に
関
す
る
地
域
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
及
び
河
川
に
つ
い
て
異
常

を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
な
ど

活
動
範
囲　
米
代
川
（
モ
ニ
タ
ー
に
な
ら

れ
る
方
の
自
宅
周
辺
）

応
募
資
格　
河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
い

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

募
集
人
員　

１
人

任
期　
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

報
酬　
月
額
４
５
０
０
円
程
度

応
募
期
限　
５
月
８
日（
月
）ま
で

　
　

 

能
代
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
１
８
５‐70‐
１
２
４
６

申
問

≪４月29日（土） 10：00～開園≫

ゴールデンウィークイベントゴールデンウィークイベント

▽ツキノワグマ舎：子熊のふれあい
　（期間中 1日３回・１回 30分）

▽ひぐま舎：放飼場で餌隠し（期間中１日１回）

▽塗り絵コーナー（無料）

▽カピパラふれあいコーナー（4/30・5/4）
◆くまくま園　来場者限定！

▽遊遊ガーデン　釣堀り（5/4～6）
◆５月５日こどもの日限定！

▽ 12 歳以下の入場料無料

くまくま園くまくま園（阿仁熊牧場）（阿仁熊牧場）

営業時間　９：00～16：00（11月上旬まで無休）
【入場料】　大人 (高校生以上 )　700 円
　小人（小・中学生）　200 円　／　幼児　無料

☆イベント情報 ４/29 ・30、５/３～７

５
３

（水） 森吉山森吉山 山開き山開き
森吉神社で安全登山を祈願

【申込締切】

４月20日（木）

▽ 集合時間・場所▽集合時間・場所

午前８時30分

旧森吉スキー場 駐車場

　　 商工観光課観光振興係 ☎72‐5243
　 kankou@city.kitaakita.akita.jp　　72‐3226

〈申込方法〉　電話・ＦＡＸ・メール・郵送

申問

河田杯マラソン河田杯マラソン
大館北秋田ロードレース大館北秋田ロードレース

〔受付・開会式〕旧北秋田市中央公民館　〔受付・開会式〕旧北秋田市中央公民館　
〔スタート・ゴール〕北秋田市役所前〔スタート・ゴール〕北秋田市役所前

（開会式　９：00～／競技開始　10：00～）（開会式　９：00～／競技開始　10：00～）

４22
（土）

第55回第55回

▽小学校５・６年（男子1.5ｋｍ／女子1.5ｋｍ）

▽中学校（男子５㎞／女子３㎞）

▽高校（男子10㎞／女子５㎞）

▽一般（男子10㎞／女子３㎞）

▽壮年男子（［30歳以上］10㎞／［40歳以上］５・10㎞）
　小・中・高校生  500 円
　一般・壮年　1000 円

【申込締切】
 ４月11日（火）

　　 鷹巣体育館 ☎62‐3800申問

【参加費】

［開催日］　５月～翌年３月　毎月１回金曜日
［時間］　13時30分～ 15時
［場所］　げんきワールドほか
［内容］　健康福祉・趣味・教養・運動ほか
［費用］　無料　※講座により材料費等の負担あり
［募集人員］　100人程度
［申込期間］　４月３日（月）～ 21日（金）

介護予防支援講座介護予防支援講座

　　 げんきワールド ☎60‐1335（平日のみ）

げんきワールド げんきワールド 

申問

募集！募集！

FAX
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返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金

奨
学
生
募
集
（
募
集
人
員
30
人
）

　
秋
田
県
信
用
組
合
で
は
、
将
来
の
有
用

な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
修
学
上
必
要

な
学
資
金
等
の
一
部
を
給
付
し
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

　
(1)
県
内
の
高
校
に
在
学
す
る
母
子
・
父

子
家
庭
の
高
校
生
で
、
本
人
及
び
保
護

者
が
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

　
(2)
主
た
る
家
計
支
持
者
１
人
の
収
入
が
、

収
入
要
件
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

募
集
期
間　

４
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

申
込
先　
当
組
合
本
部
、
営
業
店
窓
口

給
付
額〈
期
間
〉　
年
間
10
万
円〈
１
年
間
〉

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 
秋
田
県
信
用
組
合
総
務
部

　
　
　
　
　
　
　
（
平
日 

９
時
〜
17
時
）

 
☎
０
１
８‐
８
３
１‐
３
５
５
１

問

2 0 1 7チャレンジデー
めざせ

！
めざせ

！

３年連続３年連続

金メダル金メダル

　月　　　日（水）５５ 3131 対戦相手対戦相手

午前０時～午後９時午前０時～午後９時

Let’s Try
１５min

人口：36,121 人
参加：７回目

茨城県 行方市茨城県 行方市
な め が た

　チャレンジデー当日、市内で 15
分以上継続して体を動かし、報告を
してください。

スポーツはもちろんスポーツはもちろん

掃除掃除 散歩散歩買い物買い物

すべて対象です！すべて対象です！

通学通学

報告方法など、
詳しくは５月
号でお知らせ
します。

当日、市内にいる方であれば

誰でも参加できます。

観光客も
ＯＫ

参加方法

　 鷹巣体育館 ☎62‐3800問

スポーツで元気なまちづくりスポーツで元気なまちづくり

ご
入
学
・
ご
進
級
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
ク
ラ
ス
の
お
友
達
と
楽
し
く
元
気
に
勉

強
し
て
、
新
し
い
発
見
と
喜
び
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
。

40

申
問

第
15
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期
日　
９
月
２
日（
土
）

 〈
競
技
〉 陸
上
競
技
／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

期
日　
９
月
９
日（
土
）

 〈
競
技
〉 
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
／

ボ
ウ
リ
ン
グ

期
日　
９
月
16
日（
土
）

 〈
競
技
〉 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
一
般
卓
球

期
日　
９
月
17
日（
日
）

 〈
競
技
〉 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
害
）

期
日　
10
月
14
日（
土
）

 〈
競
技
〉 

水
泳

《
申
込
用
紙
及
び
要
綱
の
配
布
》

　

４
月
25
日（
火
）か
ら
市
町
村
の
障
害
福

祉
担
当
課
で
配
布
し
ま
す
。

《
申
込
締
切
》　
５
月
26
日（
金
）

　
　

 

秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８‐

８
６
４‐

２
７
５
０



協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
変
わ

り
ま
す
（
４
月
納
付
分
か
ら
）

「
協
会
け
ん
ぽ
」
と
は

　
主
に
中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご

家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
全
国
と
の
医
療
費
格
差
の
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
平
成
29
年
４
月
納
付
分
か
ら
健
康

保
険
料
率
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

▽
健
康
保
険
料
率　
10
・
16
％

　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
行 

10
・
11
％
）

※

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
率

は
、
全
国
一
律
で
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
率　

１
・
65
％

　

 

協
会
け
ん
ぽ
秋
田
支
部

☎
０
１
８‐
８
８
３‐
１
８
４
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
等
採
用
試
験

※
受
験
資
格
の
年
齢
は
す
べ
て
平
成
30
年

４
月
１
日
時
点
で
の
年
齢
で
す
。

﹇
一
般
幹
部
候
補
生
﹈

▽
大
卒
程
度
試
験　

　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

　
②
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業

（
見
込
み
含
む
）し
た
者

　
③
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
み
含
む
）

▽
院
卒
者
試
験

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
終
了

者
等（
見
込
み
含
む
）

﹇
歯
科
幹
部
候
補
生
﹈

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
で
専
門
の
大
学
を

卒
業（
見
込
み
含
む
）し
た
者

﹇
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
﹈

　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
専
門
の
大
学
を

卒
業（
見
込
み
含
む
）し
た
者

《
共
通
事
項
》

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
５
月
13
日（
土
） 

筆
記
試
験

　
【
会
場
】 

秋
田
大
学

▽
５
月
14
日（
日
） 

筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

　
※
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

　
【
会
場
】 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

受
付
期
間　
５
月
５
日
（
金
）
ま
で

　
　

 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

　
出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐
１
３
９
８
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申
問

問

お
知
ら
せ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

【
期
間
】 ※

土
日
祝
祭
日
を
除
く　

　

４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

【
時
間
】　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
場
所
】　
▽
税
務
課
（
分
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
、
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及

び
納
税
管
理
人
又
は
そ
の
代
理
人

【
必
要
な
物
】　
印
鑑
／
本
人
確
認
書
類

　
／
委
任
状（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

　
 

税
務
課
市
税
係 

☎
62‐

１
１
１
６

問

農業委員を募集します農業委員を募集します
≪対象者≫　農地に関する識見を有し、農地等の
利用の最適化の推進に関する事項、その他の農
業委員会の所掌に属する事項に関して、
　その職務を適切に行うことができる方

≪募集方法≫　推薦又は応募
　　推薦…団体推薦又は農業者３人以上の推薦
　　応募…個人による応募
≪応募用紙≫　農業委員会事務局及び各総合窓口
センターの窓口に配置しているほか、市ホーム
ページからダウンロードができます。
≪応募方法≫　応募用紙に必要書類を添えて、持
参により農業委員会事務局に提出ください。
≪受付期間≫　４月３日（月）～５月８日（月）
　　　　　　［平日］８時 30分～ 17時 15 分

　任期　平成29年７月20日～平成32年７月19日
　定数　38人

１．
２．

　　 農業委員会事務局（本庁舎２階） ☎62‐6609申問　　 生活課地域推進係 ☎62‐6628申問

補助額（補助対象経費×補助率＋加算額）

「まちがこうなったらいいのになぁ」など
　日頃、感じていることを行動にしてみませんか

　申請方法　申請方法

補助対象経費
30 万円以下
50万円以下
100 万円以下
100 万円超え

補助率
70％以内
60％以内
50％以内
45％以内

加算額
-

３万円
８万円
13万円

　今年も市では、自発的に地域課題の解決や地
域振興などに取り組む団体を応援します。

市民提案型まちづくり事業補助金市民提案型まちづくり事業補助金

１回目 ４月28日（金）／２回目 ６月30日（金）
３回目 ７月28日（金）／４回目 ９月29日（金）

募集
締切

　申込書に必要事項を記入のうえ、提出ください。
※申込書等は、各庁舎と各公民館へ備え付ける
ほか、市のホームページにも掲載します。

《
補
助
率
と
加
算
額
》
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市営住宅
 入居者募集
市営住宅
 入居者募集

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.03
0.02
0.04
0.02
0.02
0.02

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（３月15日測定）空間線量調査（３月15日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

春のクリーンアップ春のクリーンアップ

４月は「あきたクリーン強化月間」です４月は「あきたクリーン強化月間」です

　実施日や時間は、地区により異なる場合があ
りますので、自治（町内）会長にご確認ください。

４月16日（日） ※早朝１時間程度４月16日（日） ※早朝１時間程度

　 生活課環境係 ☎62‐1110
　 合川総合窓口センター ☎78‐2100
　 森吉総合窓口センター ☎72‐3111
　 阿仁総合窓口センター ☎82‐2111

全市一斉全市一斉

市
民
全
員
参
加
の

　
環
境
美
化
運
動
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間（
７
か
月
）

　
６
月
14
日（
水
）〜
12
月
26
日（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科
・
定
員

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
15
人

▽
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科
10
人

募
集
期
間
　
４
月
14
日
〜
５
月
11
日

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

問

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ 月額13,700円～31,000円
胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★
簡易耐火構造２階建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額13,100円～22,000円

▽木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階４戸建２ＬＤＫ 
月額18,800円～43,200円（共益費400円）
上杉駅前団地･･･上杉字屋布岱61‐52★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額25,100円～57,600円
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94-1★
木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額17,200円～45,600円
三両団地･･阿仁銀山字下新町51‐4★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,400円
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～34,300円
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4‐6★
木造２階２戸建３ＬＤＫ 月額17,500～40,200円
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147

▽木造平長屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,900円～54,900円★

▽木造平長屋５戸建１ＬＤＫ 月額19,100円～43,900円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,800円（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません
　各住宅の設備等については、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　４月３日（月）～７日（金）
　　　　　　第２回　４月11日（火）～17日（月）
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

※募集期間中は住宅案内を行っています。
　希望日の前日までに電話等で申込みください。
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お
知
ら
せ

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》

▽
慶
弔
費　
４
万
０
０
０
０
円
（
３
件
）

▽
会　
費　
５
万
０
０
０
０
円
（
10
件
）

▽
そ
の
他　
７
万
３
３
２
０
円
（
４
件
）

▽
合　
計　
16
万
３
３
２
０
円
（
17
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

北
秋
田
市
民
病
院

北
秋
田
市
民
病
院

◎
休
診
日
等
の
お
知
ら
せ

《
休
診
日
》

　
形
成
外
科　

４
月
12
日
（
水
）

《
診
察
日
の
変
更（
４
月
か
ら
）》

　
眼
科　
週
３
回 

水
・
木
・
金
曜
日

入
札
結
果
の
公
表《
２
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
道
路
維
持
工
事（
そ
の
他
市
道　

前
野

中
央
北
線
）／
３
９
４
万
２
０
０
０
円
／

㈲
ビ
ル
ド
・
ミ
ヤ
ノ
▼
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
工
事（
柳
ヶ
又
地
区
）／
２
５
０
万
１

２
８
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
鷹
巣
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
棟
外
構
工
事
／
５
４

０
万
円
／
㈱
芳
賀
工
務
店
▼
森
吉
・
合
川

地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
前
田

送
水
ポ
ン
プ
場
建
設
他
工
事
／
１
億
３
５

６
４
万
８
０
０
０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
森

吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備

事
業
神
成
送
水
ポ
ン
プ
場
建
設
他
工
事
／

１
億
３
０
６
８
万
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
南

鷹
巣
団
地
第
1
期
外
構
２
次
工
事
／
３
１

３
万
２
０
０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱

一般財団法人日本防火・防災協会

《期日》　７月11日（火）、12日（水）の２日間
《会場》　プラザ杉の子（大館市）
《受付期間》　５月26日（金）～６月７日（水）
《受講料》　６,５００円
《受講案内・申込書等の配布場所》
 ▽北秋田市消防本部及び各分署
 ▽日本防火・防災協会のホームページ

甲種防火管理新規講習甲種防火管理新規講習平成29年度

　 消防本部予防課 ☎62‐1119問

62‐1155
62‐7001
62‐1400
72‐4501
78‐3161
60‐1055
69‐5300
63‐0515
62‐7001
69‐7311
62‐2261
82‐2351
63‐2700
62‐7001
62‐1101
62‐7001
62‐1155
72‐4501
62‐1400
69‐5300
60‐1055
69‐7311
62‐7001
63‐0515
62‐1101
82‐2351
63‐2700
62‐1146
62‐7001
62‐7001

近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
まるや耳鼻科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
う え だ ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
津 谷 内 科
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
盛 岡 外 科 医 院
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
年齢・病気の病状にかかわらず事前に当番医へ
電話でご相談ください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜



広報きたあきた　2017.　4.　127

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(
　
歳)

(
　
歳)

熊
谷
勝
平

戸
澤
茂
成

津
谷
好
子

佐
藤
タ
ミ

長
崎
チ
ナ

津
谷
盛
樹

櫻
庭
東
一
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人口と世帯数
※２月28日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

総人口　33,399人（18人減）【153人】
男　　15,591人（２人減）【 13人】
女　　17,808人（16人減）【140人】
　　出生  12人　　転入　45人
　　死亡 53人　　転出　22人
世帯数 14,201世帯（8世帯増）【148世帯】



　　　　　（元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー）
　　　　　　加賀美幸子

　
　　　　　小林達雄
　　　　　（國學院大學名誉教授）
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コムコム・縄文館コムコム・縄文館

祝一周年！祝一周年！

　　 商工観光課商工労働係　☎72‐3112　　72‐3226申問※詳細についてはお問い合わせください。

ＢＭ-１グランプリＢＭ-１グランプリ
第６回第６回 参加者大募集！参加者大募集！

☆２部門に分けて審査を行います。

　◆クラシカル部門…従来の伝統的なバター餅を審査
　◆アレンジ部門…ブルーベリー・しそなど、他の食材を加えて
　　　　　　　　　アレンジしたバター餅を審査
　≪申込方法≫　４月20日（木）までに「レシピ兼申込書」を提出ください。

　　月　　日（金） 10時30分～４４ 2828
場所 クウィンス森吉クウィンス森吉
期日

販売用のバター餅を製造していない一般の方参加対象

申込締切は

４月20日（木）４月20日（木）

先着 50人の来場者に一般審査員として参加していただきます。
ぜひご来場いただき、多種多様なバター餅をお楽しみください。

一般の来場者の方も審査員に！お知らせ！お知らせ！

申込不要申込不要
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一周年記念事業  月　　 日（日）13：30～15：30

　　　　　
　　　

≪場所≫　市民ふれあいプラザ「コムコム」

入場無料！　申込不要！入場無料！　申込不要！

　 生涯学習課文化係 ☎62‐6618問

４４ 3030
14：25～記念対談「考える縄文」13：40～ 演舞　桜月流美劔道演舞　桜月流美劔道

おうげつりゅうみつるぎどう
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